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       令和４年 第２回松田町議会定例会 会議録 （第１日目） 

 

                       令和４年６月７日 午前９時００分 開議 

１．出席議員 １２人 
 

 

  １ 番 
 

 

 唐 澤 一 代 
 

 

  ２ 番 
 

 

 古 谷 星工人 
 

 

  ３ 番 
 

 

 内 田   晃 
 

 

  ４ 番 
 

 

 平 野 由里子 
 

 

  ５ 番 
 

 

 田 代   実 
 

 

  ６ 番 
 

 

 井 上 栄 一 
 

 

  ７ 番 
 

 

 南 雲 まさ子 
 

 

  ８ 番 
 

 

 中 野   博 
 

 

  ９ 番 
 

 

 飯 田   一 
 

 

 １ ０ 番 
 

 

 齋 藤   永 
 

 

 １ １ 番 
 

 

 寺 嶋   正 
 

 

 １ ２ 番 
 

 

 大 舘 秀 孝 
 

 
 
２．欠席議員  なし 
 
 
３．説明のための出席者 １４人 
 

 

 町       長 
 

 

  本 山 博 幸 
 

 

 副 町 長 
 

 

  田 代 浩 一 
 

 

 
 教 育 長 
 
 

 

 
  浄 泉 和 幸 
 
 

 

 会 計 管 理 者 
 
 兼 出 納 室 長 
 

 

 
  依 田 貞 彦 
 
 

 

 参事兼政策推進課長 
 

 

  鈴 木 英 幸 
 

 

 総 務 課 長  
 

 

  早 野 政 弘 
 

 

 税 務 課 長  
 

 

  山 岸 裕 子 
 

 

 町 民 課 長  
 

 

  川 本 博 孝 
 

 

 福 祉 課 長  
 

 

  椎 野 晃 一 
 

 

 子 育 て 健 康 課 長  
 

 

  石 渡 由美子 
 

 

 観 光 経 済 課 長 
 

 

  柳 澤 一 郎 
 

 

 参事兼まちづくり課長 
 

 

  高 橋 英 雄 
 

 

 環境上下水道課長 
 

 

  渋 谷 好 人 
 

 

 教 育 課 長  
 

 

  遠 藤 洋 一 
 

 
 
４．出席した議会事務局書記 ２人 
 

 

 事 務 局 長 
 

 

  石 井 友 子 
 

 

 書      記 
 

 

  鈴 木 美 紅 
 

 
 

５．議事日程 

 日程第 １  会議録署名議員の指名について 

 日程第 ２  会期の決定について 
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 日程第 ３  町長の行政報告 

 日程第 ４  議長の諸般報告 

 日程第 ５  一般質問 

 

６．議会の状況 

議      長  皆さんおはようございます。鮎釣りも解禁となり、酒匂川にも太公望が訪れ

ています。新型コロナウイルス感染症においては、４回目のワクチン接種も予

定されており、町内の感染者数も落ち着いてきてはおりますが、まだまだ予断

を許さない状況であります。この会期中も感染予防に努めていきたいと思いま

す。 

          さて、去る５月31日、松田町告示第52号により令和４年第２回松田町議会定

例会の招集がされましたので、その旨を議員各位に通知しましたところ、本日

は定刻までに御参集頂き、ここに本定例会が開催できますことを衷心より感謝

申し上げます。 

この定例会会期中も、引き続き新型コロナウイルス感染予防を継続します。

傍聴席は10席としております。議員並びに町長以下職員もマスクの着用を許可

します。また、町長から委任された課長職の出席は、説明・答弁に支障がない

範囲で、必要な人員とします。 

          次に、ＩＣＴを活用した議会実現のため、議場におけるスマートフォン・タ

ブレット等の持ち込み、議事に関する事項での使用を試験的に許可しておりま

すので御理解ください。なお、今定例会中はクールビズを実施しております。

適宜各自の判断で上着の着脱をして結構です。 

          会議に先立ち、皆様に御確認をお願いいたします。皆様のお手元に書類を配

付してありますが、配付書類は当日配付書類一覧表のとおりであります。配付

漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり ） 

          配付漏れなしと認めます。 

          それでは、ただいまの出席議員は議員定数12名中12名であります。よって、
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地方自治法第113条の規定による定足数に達しておりますので、令和４年第２回

松田町議会定例会の開会を宣します。 

          直ちに本日の会議を開きます。               （９時02分） 

          それでは、本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

議      長  日程第１「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。 

          会議録署名議員は、会議規則第117条の規定により議長から指名いたします。

３番 内田晃君、４番 平野由里子君の両名にお願いします。 

議      長  日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

          本定例会を開催するに当たりまして、去る６月２日に議会運営委員会が開催

されましたので、その結果を委員長より報告願います。議会運営委員会委員長、

平野由里子君。 

議会運営委員長  皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告を申し上げます。 

          令和４年第２回議会定例会の招集に当たり、去る６月２日午前９時より、委

員全員出席のもと委員会を開催し、次のとおり決しましたので御報告申し上げ

ます。 

          会期は本日６月７日から６月10日までの４日間といたします。 

          次に審議内容について申し上げます。本会議１日目の６月７日は、日程第１

「会議録署名議員の指名について」から日程第５「一般質問」を、最後の受付

番号６号の井上栄一議員まで行います。終了後、大会議室において議会全員協

議会が予定されております。 

          本会議２日目の８日は、日程第６「議案第24号松田町職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例」から日程第11「議案第29号令和４年度松田町

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」までの審議を行います。 

日程第６「議案第24号松田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例」は、国家公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、非常勤

職員の育児休業の取得要件を緩和し、取得しやすい勤務環境を整備するため条

例の一部を改正するものですので、即決でお願いします。 

          日程第７「議案第25号物品購入契約の締結について（令和４年度消防６分団



4 

 

消防車両購入）」は、財産の取得に伴う契約の締結について、松田町議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、

予定価格が700万円以上となるため提案されたものです。質疑等を行い、即決で

お願いします。 

          日程第８「議案第26号令和４年度松田町一般会計補正予算（第１号）」から

日程第11「議案第29号令和４年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）」までは補正予算ですので、十分な質疑等を行い、即決でお願いいたしま

す。 

          午後は総務文教常任委員会を開催し、３月議会定例会で付託となりました議

案第１号松田町公共施設等整備基金条例についての審査をお願いいたします。 

なお、委員会には必要に応じて職員をお呼びすることもありますので、待機

をお願いいたします。 

          ９日は委員会活動日とします。午前、議会改革推進委員会を開催し、午後、

産業厚生常任委員会を開催します。各委員長の指示によりお願いいたします。 

          本会議３日目の10日は、日程第12「報告第１号令和３年度松田町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告について、担当課長からの報告があります。質疑は

行いますが、採決は取りません。引き続き、各種委員会等の諸般報告と、委員

会の閉会中の継続審査申出書を行い、閉会の予定となっております。 

          なお、本議会は定例会でございますので、会期中にこのほかに追加議案が提

案された場合は審議をお願いいたします。 

また、陳情につきましては２件の提出があり、机上配付となりましたので御

覧ください。 

          以上、議会運営委員会の報告を終わりますが、不明な点がございましたら私

のほかにも委員がおられますので、補足説明をさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

議      長  議会運営委員長の報告が終わりました。 

          お諮りいたします。本定例会の会期につきましては、ただいまの議会運営委

員会委員長の報告どおり決することに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声多数 ） 

          異議なしと認めます。よって令和４年第２回松田町議会定例会の会期は、本

日６月７日から６月10日の４日間と決定いたしました。 

議      長  日程第３「町長の行政報告」に入ります。 

町      長  皆さん、おはようございます。関東地方は昨年と比べて１週間ほど早く梅雨

入りをし、また季節の変わり目を感じる今日この頃でございますが、議員各位

におかれましては、ますます御健勝のことと心からお喜びを申し上げます。 

          去る５月31日に、令和４年第２回松田町議会定例会の招集告示をいたしまし

たところ、議員各位におかれましては公私にわたり大変御多用のところ、議員

全員の御出席を賜り、ここに本定例会が開催されますことをまずもって御礼を

申し上げます。ありがとうございます。 

          初めに、新型コロナウイルス感染状況でございますが、本町における陽性者

数につきましては、６月１日現在の総数になります、426人。令和４年の１月に

入り、これまで346人の陽性者が報告されているところでございますが、５月に

入ってからは１日当たり陽性者数もかなり減少し、陽性者がいない日もありま

したが、昨日４人という数字が出てしまいましてですね、非常に危機感を感じ

ておりますので、引き続き危機感を持って感染拡大防止対策に取り組んでまい

りたいというふうに存じます。 

          次に、新型コロナウイルスワクチン接種状況について御報告申し上げます。

まず３回目の接種状況でございますが、６月１日時点での数値にて申し上げま

すと、12歳以上について３回目の接種対象者が8,783人のうち、7,036名の方が

接種を完了されております。率にして80.1％となっております。ちなみに12歳

以上の全対象者9,978人になりますが、その方々の接種率としては70.5％となっ

ております。また、３月19日からワクチン接種を開始いたしました５歳から11

歳までの子供たちの接種率については、６月１日時点で対象者490人に対し、２

回目の接種完了者は73人、率にして14.9％となっております。今後予定してお

ります４回目のワクチン接種については、60歳以上の方と18歳以上の基礎疾患

をお持ちの方のうち、３回目の接種完了から５か月を経過した方が対象者とな
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りますので、接種券の発送を５月25日より順次開始しているところでもござい

ます。今後も60歳未満を対象とした接種につきましては、国・県から示しがあ

った際に、適宜お伝えをしてまいります。 

          次に、新型コロナウイルス感染症総合対策について御報告させていただきま

す。まず、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、国の支援策とし

て、児童を養育している方への現金10万円の給付につきましては、昨年クリス

マスを迎える前の12月23日に498人の公務員を除く児童手当対象者へ一括支給を

いたしました。プッシュ型での給付のため、給付率は100％となっております。

また、公務員で児童手当対象者及び高校生を含む申請方式による対象者は、207

人に対して申請された方は206人で、給付率は99.52％となっております。また、

様々な困難に直面した方々の暮らし、生活、暮らしへの支援、住民税非課税世

帯等臨時特別給付金につきましては、まずは住民税非課税世帯に対し、本年１

月28日から、町からプッシュ型で支給させていただきました。給付率は93％と

なっております。現在、収入が急激に減少した家庭に対する給付につきまして

は、申請を受け付けているところでもございます。引き続き、感染症の影響に

より厳しい状況にある方々の事業や生活・暮らしの支援に取り組んでまいりま

す。 

          それでは、行政報告につきまして、日を追って詳細に御報告させていただく

ところでございますが、本日お配りさせていただいている公務報告書にて割愛

させていただき、主な行事などについて御報告をさせていただきますことを御

了承願います。 

          新型コロナウイルスの影響で、保育園や幼稚園、学校生活が大きく様変わり

した令和３年度でありましたが、思い出が詰まった学びやに別れを告げ、それ

ぞれの道へ踏み出す区切りとして、卒園修了証書授与式及び卒業証書授与式が

３月にコロナ禍の影響を配慮し、来賓及び保護者等の皆様方の出席を縮小して

執り行いました。３月９日に松田中学校、16日に寄幼稚園、17日に松田幼稚園、

23日に松田小学校及び寄小学校、19日のさくら保育園の卒園式では、個々に保

護者と一緒にその子だけの卒園式という形で行われました。子供たちはこれか
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ら迎える新しい生活に、不安と期待を胸に新たな一歩を踏み出したことと存じ

ます。 

          次に、４月に行われました入園・入学式でございますが、４月５日の午前に

松田小学校、寄小学校、午後に松田中学校の入学式が行われ、４月６日に松田

さくら保育園、４月８日には松田幼稚園、寄幼稚園の入園式が行われました。

また、松田小学校66名、寄小学校１名、松田中学校が66名の児童・生徒が入学

いたしております。私といたしましても、子供たちの健やかな成長と子育て世

代の支援について、今後もより一層保育・教育関連事業について積極的に取り

組んでまいる所存でございます。 

          次に、松田山の山頂付近に色とりどりの花が咲き誇り、まるで桃源郷と言わ

れる最明寺史跡公園での例祭が４月10日に、新型コロナウイルスの影響により、

一般の方の参加を御遠慮頂きながら行われました。最明寺史跡公園は町の指定

文化財でもありますので、引き続き維持管理に取り組んでまいります。 

          続いて、４月30日に生涯学習センターまつりとして、生涯学習の啓発と利用

者間の交流などを図ることを目的に、例年より規模を縮小して開催いたしまし

た。本年度も地方創生事業の一環として導入したリードウォールやボルダリン

グ施設の体験会を行うため、藤沢市山岳協会やスポーツクライミング協会の専

門の指導者４人を迎えて、36人の子供たちに丁寧な御指導を頂きました。今回

は幾つかのメディアにおいて私どものＰＲ不足を補っていただき、注目を浴び

たおかげで、外部に設置したリードウォールの体験会には子供・大人を含め50

人ほどの方が参加され、楽しんでいただきました。今後も子供たちに夢を与え

られるよう、利用者の拡大に向け、秦野市や県の山岳連盟様、民間企業と連携

し広域的に事業を取り組んでまいります。 

          ５月15日には酒匂川統一美化キャンペーンが開催され、ボランティア等の36

団体、420名の皆様方が、酒匂川及び川音川の河川内のごみ拾い等清掃に御協力

を頂きました。集まったごみは約1,040キロで、前回より620キロほど多い…ご

めんなさい。前回より420キロ増加とのことでした。引き続き町民の皆様の環境

美化意識の向上を図るため、自治会、各種団体、企業、ボランティアとの連携



8 

 

による地域ぐるみの環境美化に努めてまいります。 

          次に、町中みんなで楽しむ運動スポーツの祭典「松田町チャレンジデー2022」

を５月25日に開催いたしました。コロナ禍以前は対戦方式にて実施しておりま

したが、昨年度に続き新型感染症拡大防止の観点から、集団向けプログラムを

実施しないため、オープン参加の形で実施いたしました。当日は生涯学習セン

ターでのＫ－ＰＯＰダンスや、町体育館でのスポーツ協会レクリエーション部

によるリズム体操、ボッチャ体験などを通じて、健康づくりや運動することの

大切さを実感することができました。今後も生涯学習にわたる健康・体力づく

りを推進するための機会の提供として参加してまいりたいと考えております。 

          次に、県西地域を流れる酒匂川で６月１日、鮎釣りが解禁となり、太公望ら

が次々と松田町に訪れておりました。酒匂川を含め、地域資源の自然環境を生

かして、様々な魅力づくりを官民と協働で取り組んでまいります。 

          それでは、町の決算関係について御報告いたします。令和３年度の一般会計

と特別会計は、上水道事業会計を除いて５月31日をもって出納整理期間を終了

しましたので、これから計数を精査の上、監査委員による決算審査を受けるた

めの準備を進めております。未確定ではありますが、令和３年度単純差引き合

計の形式収支をお伝え申し上げます。一般会計の歳入総額は約71億5,400万円、

歳出総額については66億2,700万円ほどで、形式収支額は約５億2,700万円を見

込んでおります。これは、主に収入では、予算に比べ町税が約7,000万円の増収

や、地方消費税交付金、特別交付金の増額などの影響によるものと、歳出では、

地方創生臨時交付金の有効活用に伴う各事業費の財源補正などによるものでご

ざいます。この結果、コロナ禍であっても町の将来を見据え、夢の実現に向け、

町民と町が一丸となって取り組んできた結果によるものと考えております。今

後は、先ほど申し上げましたとおり、全会計の計数の精査を重ね、決算審査に

付して、監査委員の御意見を頂いた上、第３回定例会に全会計の決算認定の御

審議をお願いしますので、その節にはよろしくお願いを申し上げます。 

          さて、本日の定例会に付議いたしました議案第24号松田町職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例については、国家公務員の育児休業等に関
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する法律の一部改正に伴い、非常勤職員の育児休業の取得要件を緩和し、取得

しやすい勤務環境を整備するため、所要の改正をしたいので提案するものでご

ざいます。 

          議案第25号物品購入契約の締結について（令和４年度消防団第６分団消防車

両購入について）は、財産の取得に伴う契約の締結について、松田町議会の議

会に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、

予定価格が700万円以上となるため、議会に提案するものでございます。 

          議案第26号令和４年度松田町一般会計補正予算（第１号）につきましては、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業や、令和３年度分の子

育て世帯臨時特別給付金事業の返還金、退職消防団員報償金については歳入同

額の基金収入、感染症対策商工振興商品券発行事業補助金などを補正させてい

ただくものでございます。 

          議案第27号令和４年度松田町上水道事業会計補正予算（第１号）につきまし

ては、コロナ感染症総合対策事業として、水道使用料金基本料の減免及び財源

補正によるものであります。 

          議案第28号令和４年度寄簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しても、上水道事業会計と同様に水道使用料金基本料の減免及び財源補正によ

るものでございます。 

          議案第29号令和４年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、町村システム共同事業組合システム改修に伴い補正させていただ

くものでございます。 

          報告第１号令和３年度松田町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

は、地方自治法施行令第146条第２項の規定により報告させていただきます。 

また、本定例会中におきまして、一般会計補正予算（第２号）として、国の

支援事業の新型コロナウイルス感染症対策子育て世帯生活支援特別給付金事業

の内容等が決まったことと、感染症総合対策事業での路線バス事業者緊急経営

継続支援、並びに地域独自の観光資源を生かした観光資源活用補助金事業の内

諾を受けましたので、併せて追加議案として提案を予定しておりますので、そ
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の節には御審議のほどよろしくお願いいたします。 

          以上、提案いたしました案件につきましては議事の進行に伴い、私をはじめ

副町長、教育長、課長より御説明申し上げますので、よろしく御審議のほど、

御決議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

          最後に、夏季による執務時の服装でございますが、地球温暖化対策実行計画

の一環として、国と同様に限りある資源を大切にし、省エネルギーを推進する

ため、５月１日から10月31日まで、職員がノーネクタイやポロシャツなどで勤

務させていただきますので、御承知くださいますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

以上が私からの行政報告となります。本日から４日間、何とぞよろしくお願

い申し上げます。以上です。 

議      長  町長の行政報告を終わります。 

議      長  日程第４「議長の諸般報告」に入ります。 

          この報告は令和４年第１回議会定例会最終日より本定例会までの報告事項に

ついて印刷をし、皆様のお手元に配付しておりますが、その報告書をもって報

告に代えさせていただきたいと思いますが、そのように取り扱って御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

          異議なしと認めます。以上で議長の諸般報告を終わります。 

          一般質問に入る前にお諮りいたします。本定例会でも一般質問の録画をした

いと思います。そのように取り扱って御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

          異議なしと認めます。御了承頂きましたので、本定例会で一般質問の録画を

いたします。なお、放映に向けて質問終了後、次の質問者の番になるときに、

一、二分程度インターバルを取りますので御承知おきください。事務局は録画

の準備をしてください。 

議      長  日程第５「一般質問」に入ります。 

          受付番号第１号、寺嶋正君の一般質問を許します。登壇願います。 
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１１番 寺  嶋  おはようございます。それでは一般質問を行わせていただきます。受付番号

第１号、質問議員、11番 寺嶋正。件名、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の

取組について。 

要旨。１点目、ＳＤＧｓ未来都市計画における事業に取り組む意義と、人口

減少に伴う産業の衰退や、自然災害の甚大化などの課題は。 

２点目、水源環境保全、太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入や家庭ご

みの減量化など、グリーン社会の実現に向けた取組は。 

３点目、地域経済好循環の創出、人づくり、脱炭素社会の構築を図る自治体

ＳＤＧｓモデル事業の考え方についてお伺いをいたします。 

これで１回目の質問を終わります。 

町      長  それでは寺嶋議員の御質問に順次お答えを申し上げます。 

          まず、ＳＤＧｓとは、サスティナブル・デベロップメント・ゴールズの略語

で、持続可能な開発目標として2015年９月、国連の持続可能な開発サミットに

おいて、日本を含め150を超える加盟国の参加の下、2016年から2030年までを国

際目標期間として全会一致で採択されました、全世界規模での持続可能な開発

目標となることは御承知のことと存じます。 

          本町においては、令和元年に第６次総合計画の策定に際し、ＳＤＧｓの理念

を盛り込み、少子高齢化の進行、国際化・情報化の一層の進展、環境保護の意

識、大規模な自然災害に対応する安心・安全の対応など、ＳＤＧｓの理念や考

えを取り入れ、持続可能な自立した基礎自治体としてのまちづくりの指針を示

す第６次総合計画に位置づけ、人口減少に伴う影響による地域の産業力の低下、

自然災害の甚大化などの課題に対抗できる持続可能な町とするため、稼ぐ力、

住み続けられるまちづくりを目指し、様々な事業に取り組んでいるところでも

ございます。 

          ＳＤＧｓ未来都市計画に定めた事業を推進する意義は、18世紀半ばから19世

紀にかけて起きた産業革命以降、常に時代は進化し続けており、現代はＳＤＧ

ｓの理念の下に世界中が動き出している新たな時代の潮流に乗り遅れない、先

を見据えた持続可能な行政運営を行うためにも、本町が定めたＳＤＧｓ未来都
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市計画の各種事業を推進することによって、「誰一人取り残さない、笑顔あふ

れる幸せのまち松田」を実現することが、本事業に取り組む意義であり必要で

あると考えております。 

人口減少に伴う課題については、担い手不足による農林業や地場産業の衰退、

農地や森林の保全への対応の遅れやそれに伴う自然災害の甚大化、地域コミュ

ニティーの低下、福祉や教育分野の人材不足など、地域を取り巻く課題は多種

多様なものとなっており、それらへの対応は急務となっております。これらの

課題に対し、誰一人取り残さない持続可能なまちづくりを進めていくため、地

域が有する資源を最大限に生かし、様々なステークホルダーとの協働の中で、

課題に対する対策が必要となることを予測することが容易であったため、平成

30年３月に松田町自治基本条例を制定し、町民・議会・行政の役割を明確にし

て、お互いに助け合い、支え合い、協働のまちづくりを進めてまいったところ

でもございます。 

今後新たな取組の一つとして、本町ではこうした課題解決を少しでも後押し

できるよう、現在松田町に関係する全ての個人・法人・団体等が協働して様々

な地域課題を解決し、デジタル化した協働のまちづくりを推進していけるよう、

本年度当初予算に計上いたしましたＳＤＧｓパートナー制度支援システムが、

７月上旬にはシステムの公開ができるよう、現在準備を進めております。この

システムの運用が開始された際には、全ての町民や企業、団体、松田町に関係

する町内外の方々などがつながり、課題の共有や解決などが進むことにより、

協働のまちづくりの基本原則である情報共有・参加・連携協力が促進され、み

んなが主役のまちづくりがさらに進み、全てとは申しませんが、人材不足など

による課題の解決が進むものと期待をしております。 

次に、２つ目の御質問にお答えを申し上げます。現在ＳＤＧｓにおけるグリ

ーン社会、いわゆるＣＯ２排出ゼロと経済成長を両立する社会において、本町

が進めている事業といたしましては、１つ目に水源環境保全として、神奈川県

が県税として徴収する水源環境保全税の活用による森林や河川、水路の整備、

２つ目に太陽光発電等の再生可能エネルギーの導入について、学校施設、消防
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の分団詰所、地域集会施設などを含めた公共施設に太陽光発電設備を設置し、

一部の施設には蓄電池も併せて設置をしております。また、生涯学習センター

の空調及び電気設備の改修や、保健福祉センターへのまきボイラーの導入など

を行ってまいりました。町民皆様向けといたしましては、住宅用太陽光発電設

備や省エネ給湯器、まきストーブの導入に対する補助金制度などを設けており

ます。３つ目に、ごみの減量化・再資源化に向けた取組といたしまして、広報

紙やホームページなどでの啓発や、ダンボールコンポストの配布、電動式生ご

み分解処理機等の購入に対する補助、リサイクル団体への奨励金の交付を行っ

ており、今年度は新たに家庭用コンポストやペットボトル圧縮機の配布、資源

ごみの拠点回収の実施などを行います。そのほか地球温暖化対策として、クー

ルチョイス普及啓発事業や、再生可能エネルギーの利用促進、及び省エネ・ご

みの減量化などについての講座、ワークショップなどを通じ、町民の皆様への

グリーン社会の実現に向けた取組の普及啓発を図っております。今後も引き続

き、グリーン社会の実現に向け、全町民を対象とした取組を積極的に行ってま

いります。 

続いて３つ目の御質問にお答えいたします。まず国が求めるＳＤＧｓモデル

事業については、ＳＤＧｓの理念に沿った総合的取組により、経済・社会・環

境の３側面における新しい価値の創出を通して、持続可能な開発を実現するポ

テンシャルの高い取組として、多様なステークホルダーとの連携を通じ、地域

における自立的好循環の形成を見込める事業とされております。本町では、国

が求める真意を酌み取り、2019年から本年度まで計４回提案を行っております

が、残念ながらいずれも採択されるまでには至っておりません。 

2022年度の申請の内容としましては、本町の里山である森林の100年先を見据

え、資源ごみを焼却処分することなく回収することで、地球温暖化の抑制のた

めにＣＯ２削減を図り、自然災害の甚大化を抑制することにて、住民の生命と

財産を守ることを目的とし、「まつだフォレスト100プロジェクト」と題し、資

源ごみ回収、リサイクルシステムの構築、ＳＤＧｓプラットフォームの構築、

ポイントシステムの構築の３つの事業を掲げ、持続可能な事業となるよう提案
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いたしました。 

今後もこの３側面の課題を相互に取り組むことによって、それぞれをカバー

しながら課題解決を図り、目標達成に向けた各種取組をさらに加速、深化させ

るため、来年度以降も自治体ＳＤＧｓモデル事業への提案を行ってまいりたい

というふうに考えてます。以上です。 

１１番 寺  嶋  それでは再質問を行わせていただきます。 

          まず１点目の、ＳＤＧｓ未来都市計画における事業の取組についてというこ

とで、意義ということではおおよそ分かりましたけども、この自治基本条例に

基づきます協働のまちづくりということで、中でですね、包括連携協定を締結

している民間企業はどのような協定を結んでいるのか。 

それから、これからＳＤＧｓが、今も総合計画の中に位置づけられておりま

すけども、今後ですね、どのような連携といいますか、位置づけになるのか。

その辺のことについてまずお伺いをいたします。 

参事兼政策推進課長  まず１点目なんですけども、包括連携事業者との協定につきましては今15社と

連携を結んでおります。その主な事業につきましては、連携事業につきまして

は、今回のＳＤＧｓ、大きなテーマになるんですけども、ＳＤＧｓの推進に向

けた企業との取組と行政の関わりというようなことで、講演会や研修等に取り

組む連携をしていくということと、幅広くですね、その企業が持ったポテンシ

ャルをですね、生かして、それをどう17の目標につなげていくかというところ

も含めてですね、連携をしていくという形に考えてございます。今後もですね、

このＳＤＧｓという、この17の目標達成に向けて、地域と一緒にですね、企業

と一緒に連携をし取り組んでいくというものが、私は意義だというふうに思っ

てます。以上です。 

１１番 寺  嶋  それでは次にＳＤＧｓの、引き続き取組なんですけども、今、町のほうから

回答がありましたようにですね、ＳＤＧｓ、2015年９月の国連サミットで採択

された、持続可能な開発のための2030年までの国際目標ということで、今、回

答がありましたけども、17のゴールが設定されております。先ほど言いました

ように、町では第６次総合計画にもう既に位置づけられておりますので、ここ
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でですね、この未来都市計画の中で2030年までのあるべき姿、まあ一部分なん

ですけども、の実現に向けた優先的な目標というのを掲げておりますので、そ

の幾つかですね、の考え方をお伺いします。 

経済面ではですね、町の特性を生かした特産品の開発・ブランド化を図るこ

と、それと図り、地産地消と地産外消、あるいは各種イベントによるブースの

出店など販路拡大、あとはですね、各団体による新たな産業への支援を行うこ

とと、産業の活性化を図ることの考え方をですね、お伺いをいたします。 

それからですね…１個ずつかな。では、まず経済面について考え方をお伺い

します。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。今、総合計画にというお話もございました。

総合計画で申し上げますとですね、第３章か、施策の柱が幾つかございますが、

ＳＤＧｓの理念に照らして、賑わいと雇用を生み出し、働きがいを育むまち、

これが大きい施策体系としてございます。その中に、今、特産品という視点で

お話を頂戴いたしましたが、基本的には、網羅的にはですね、農林業、商工業、

観光、消費者の保護、こういった施策が４つ立ててございます。今言っていた

だいたですね、特産品というのは、やはり地産地消、全て絡みますよね。いわ

ゆる農業から例えば始まり、物を作る。商業、物を売る。観光という視点でも

連携する。そういった意味では、代表的なというか、シンボル的な事業になり

得るものだと考えてございます。各施策の実現したい未来像、こういったもの

は全て総合計画に網羅されておりますので、この場で全て読み上げることはい

たしませんが、ベースとしてはその中に入っているということで御理解をいた

だければと思います。 

１１番 寺  嶋  それでは次にまとめてやっちゃいますけれども、社会面ではですね、豊かな

森林などの自然環境を活用したフィールドワークなど地域の魅力を体験しても

らうことでの参加者の愛着とか環境の意識高揚を図ること。あるいはですね、

町民等を対象とした再生可能エネルギーに関する学習機会の創出と、地域エネ

ルギー授受権といいますか、豊かな自然環境の再認識…再生可能エネルギーに

関する意識の高揚を促すことの考え方をお伺いします。 
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それから、環境面については、森林の土砂災害防止や水源涵養の森林機能を

保全するため、森林の除伐、伐採の支援、啓発活動を進めるとともに、水源環

境保全税を財源としている補助金を活用した町有林の整備に関する考え方をお

伺いいたします。 

観 光 経 済 課 長  質問が今、大分多岐にわたっておると思いますけれども、足りない部分があ

りましたら御指摘をお願いいたします。 

          まず森林環境に関しまして、例えば、最初おっしゃったのがフィールドワー

ク的なお話もあったかと思います。今現在、まだ始めていない部分もあります

けども、ちょっと今、観光の、すみません、立場でお話をさせていただくと…

違いますかね。観光面はいい。しゃべっちゃっていいですか。フィーリング的

な要素もあるという話がいろいろなところで実証があります。松田でもこうい

ったものを取り組んでいきたいという考えはですね、例えば地元の座談会をや

ったときにも、こういう活用方法があるんじゃないかというような御提案を受

けているので、今、いろいろ研究をさせていただいている部分がございます。 

飛び飛びになっちゃうんですけど、例えば水源環境税のお話。これについて

は県のほうで、今４期目ですかね、これから４期目。令和４年度からの最後の

…最後のというか次の５か年間、これがスタートしております。水源環境税に

ついては、毎年度活用させていただいて、森林の保全はもちろんのこと、森林

につながる様々な河川も含めた環境整備、これをさせていただいてございます。

併せてですね、森林環境の譲与税、この関係もスタートしております。活用方

法といたしましては、学校におけるですね、机のほうをそこの生産した木材を

使うですとか、プラスアルファ再生可能エネルギーの観点からは、今、木質バ

イオマスの関係で活動なさっている方々の支援も含めたものをやっております。

大きくはですね、やはり森林の保全というのは、やはりもう少し大きい視野に

立った活用をしていかなければなりません。ただ、今の譲与税だけで全て足り

るとは思っておりませんけども、水源環境保全税、これと併せてですね、でき

ることをしっかり今やっていく。その先もしっかりいろいろ要望してですね、

財源を確保しながら、森林環境保全をしていきたいというところで、ちょっと



17 

 

飛び飛びで大変恐縮なんですが、まずはそんな感じで、すみません。 

１１番 寺  嶋  それでは、次に移ります。人口減少による課題ということで、幾つかお伺い

します。回答にもありましたけれども、人口減少に伴う自治会の維持や、寄地

区では点在する集落においてのコミュニティーの持続が難しくなりつつあると

いうこと。あとはですね、農業従事者の減少や商店の減少などで事業継続が難

しくなり、産業の衰退が懸念されると思いますけども、これはどのように考え

て対処されるのでしょうか。回答では、早急に手を打たなければならないよう

な回答がありましたけども、その辺の考え方についてお伺いをいたします。 

参事兼政策推進課長  まず、人口減少というところになりますが、町が抱えているというよりは、

全国的な問題としていかに地域が安定して生活、暮らしができるか。そのため

に、やっぱり人口減少をいかに抑制するかというところになります。その上で

ですね、先ほどの地域コミュニティーの維持ということになります。 

町としてはですね、現在も推進しておりますが、地域コミュニティーの活動

に対する交付金の支援といたしまして、自治会のですね、運営推進費や防災・

防犯活動費、またコミュニティー活動経費などについても支援をし、併せてで

すね、町で行っている地域力向上促進事業の助成金というのも行ってございま

す。これはですね、地域資源を活用した事業、またはふるさと活性化の事業。

ＵターンやＩターンに伴う推進事業、またコミュニティー活性化事業などに対

して補助する事業も継続的にやっているところでございます。 

またですね、今回は自治会長へのタブレット配布というところもやっていき

ます。自治会長専用のデジタルツールを導入し、いかにコミュニティーをつく

っていく場を作るかということで、令和４年度に実施をします。また、自治会

の負担をいかに軽減するかということで、これもですね、自治会担当制度の導

入というとこで、職員が一緒に入ってですね、地域と一緒に連携する。やっぱ

り地域だけに任すのではなく、行政と一緒にですね、コミュニティーをつくっ

ていくというところは大事ではないかというところで、これは継続して取り組

んでいるところでございます。様々な自治会に対する声を聞き、いかに協働・

連携をするかというところで、座談会なども含めてですね、声を形にしていく
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というところがですね、最終的な人口減少をいかに抑制していくかというとこ

ろにつながっていくとともにですね、新たなＵターン、Ｉターンを求めてです

ね、町も様々な企業誘致や、そういうところにも積極的に取り組んでいくとい

うところも併せて、コミュニティーの維持に取り組んでいくところでございま

す。以上です。 

１１番 寺  嶋  町としても地域コミュニティーということで、自治会に一緒に協力するとい

うことなんですけどもね。中には自治会長が未定のところもあるようですけど

も、この辺の援助といいますか、救済策というかね。そこでですね、どのよう

に考えておられるのか。やっぱり自治会長がね、いないということは、長がい

ないということは、その地域がやっぱりね、うまくいかないと思われますので、

この辺のことについてですね、まず、できましたら町長の意見をですね、お伺

いしたいと思います。 

総  務  課  長  自治会長の不在でいらっしゃる自治会というのは、確かにございます。自治

会のほうの会長の不在の事情については、それぞれ各自治会の事情によるもの

だと思っておりますが、町としましてですね、不在に対して、うちのほうで積

極的な働きかけというのはなかなか難しいところでございますが、町として今

やっている施策として、自治会加入の促進をですね、身近なものだよというこ

とで、町民の皆さんに今、投げかけているような形はさせていただいておると

ころでございます。例えば、町のホームページで各自治会の活動内容をですね、

各自治会ごとにＰＲをさせていただいたり、あと転入時にですね、お住まいの

自治会の、各自治会の加入を促すようなリーフレット等をお配りして、自治会

とはこういうものだということをＰＲさせていただくような形で、側面のほう

から支援をさせていただくような形を取っておりますので、今、議員がおっし

ゃられた自治会長がいらっしゃらないという理由は、地域ごとの事情というこ

ともありますが、自治会活動が有益なものだということは、今後加入される方

とか、町民の方に一応ＰＲをさせていただいているところでございますので、

そのような形から地域ごとに自治会長さんが、僕がやってもいいかなみたいな

形が機運が高まることを期待しております。以上です。 
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１１番 寺  嶋  それでは、２点目のグリーン社会に向けての取り組みということで、主に省

エネ・再エネということになると思います。回答にもありましたけどもですね、

木質バイオマスなどの資源活用ということで、現在ね、健康福祉センターには

木質バイオマスボイラーが設置され、既に稼働しておりますけども、その木質

バイオマス、まきの生産量が目標では150トンということなんですけども、これ

だけ生産するにはですね、やっぱり需要がなければね、なかなか生産するにも

コストもかかるわけなんですけども、その150トンというのは大体どのような目

安で出されたのかね、この辺についてお伺いをいたします。 

あとはですね、先ほど観光のほうにも関係するんですけども、松田山の自然

を生かした…自然を有効活用した観光の創出ということで、現在ね、桜まつり

とか寄地区のほうではロウバイまつりなどが行われておりますけども、この雇

用の創出、観光の創出の取組ということで、今後何か考えてることがありまし

たらですね、お聞かせをいただきたいと思います。 

環境上下水道課長  バイオマス事業の150トンにつきましては、当初150トンということで試算し

て出したわけなんですが、今年の４月から実際に稼働しておりまして、そんな

にまだデータが取れたわけではないんですが、半分からもう少し上ぐらいの状

態で今は稼働している状態でございます。実際はここまではかからないという

ことで、今後もデータを取りまして、一番最適な数字を出してまいりたいと思

います。以上です。 

観 光 経 済 課 長  ２点目の松田山の関係でございます。松田山、自然環境も当然ですが、やは

り主体としてはミカンをはじめとした農業の地域でもございます。農業者の

方々、特に松田山…松田山というか松田地区の方々にお集まりいただいた座談

会などもしながらですね、いろいろな御意見を頂戴しているわけですけども、

大変厳しい状況がございます。サスティナブルという意味合いにおきましては、

農業をどのように持続していくか。これはまた農業の観点からいろいろな対応

していかねばならないところですけども、ここに掛け算的にですね、既にやら

れていらっしゃる場所もございますが、観光という要素もうまく掛け合わせて

やっていくこと、これが一つの持続可能性を高める考え方かなと。観光的な要
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素が入ったときに、当然収入、雇用、こういったものが考え方として整理され

ていくということが、今後ちょっと展望している内容でございます。 

１１番 寺  嶋  今、木質バイオマスの件で回答がありましたけども、これはですね、私が聞

きたいのは、健康福祉センターは既に稼働して年間…当初、50トン近くという

ことであったんですけども、それよりは大分少ない使用で済むんじゃないかと

いう話なんですけども。これはですね、木質バイオマス燃料を、利用の拡大で

すよね。利用促進を図る施策なんですよね。ですから、健康福祉センターだけ

じゃなくて、寄地区、例えばまきボイラーとかいろいろな要素ありますけども、

このですね、木質バイオマス燃料の利用促進拡大の考え方、これを再度お伺い

します。 

環境上下水道課長  私どものほうでもですね、木質バイオマス事業、健康福祉センターだけでは

この事業が成り立たないというふうに考えております。間、中間におりますＮ

ＰＯの仂のほうには、地元でですね、広範囲にいろいろなことを知ってるさが

み信用金庫、こちらのほうからほかに需要はないかということでお話をさせて

もらったところ、やっぱり一番需要があるのはキャンプ場ということで、寄に

もキャンプ場あります。その他、南足柄や小田原のほうにもキャンプ場がある

ということで、こちらのほうからもまきを買うということで、需要が増えるよ

うな形の話は、今受けております。それ以外にも広範囲のことをですね、さが

み信用金庫のほうからいろいろと情報を入れるようにお願いをしているところ

でございます。その他、今じわりじわりと寄地区のほうでＮＰＯ仂が浸透して

きておりますので、その辺からまたまきの需要が増えるのではないかと考えて

おります。以上です。 

１１番 寺  嶋  それでは次にですね、ゼロカーボンシティー宣言の町としてですね、町民の

ライフスタイルの脱炭素化に向けた取組の支援として、現在、スマートハウス

整備促進事業、それから電気自動車等購入費、まきストーブ購入費の補助金な

どの支援制度がありますけども、さらなる支援の考え方をですね、お伺いしま

す。 

それでですね、特にですね、これからの問題では、今国会にですね、令和４
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年４月22日に脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の

向上に関する法律等の一部を改正する法律案が出ております。これ御存じかも

しれませんが。その主な背景と必要性についてはですね、2050年カーボンニュ

ートラル、2030年度温室効果ガス46％削減。これは2013年度比の実現に向けて、

エネルギー消費の約３割を占める建築物分野での省エネ対策の加速ということ

と、併せて木材需要の約４割を占める建築物分野での木材利用を促進して、吸

収源対策の強化に寄与するというような趣旨であるというようになっておりま

すけども、今後ですね、ですからこれに基づくと、新たにエコハウスとかいろ

いろな…これからですね、国が今後、国民・町民が建てる建築物あるいは一般

住宅に向けてのこの補助がね、メニューがつくようなこういう支援をですね、

町が積極的に考えて受け止めてやるということが大事だと思いますので、この

新たな取組についてもお伺いをいたします。以上です。 

環境表下水道課長  町では現在、いろいろなエネルギー等についての補助金等を町民に対して出

しているところなんですが、例えば電気自動車、こちらの災害対策という意味

も含めて、電気自動車の補助金を行っているんですが、大分浸透してきておき

まして、電気自動車を買われる方が増えているということで、この辺の、例え

ばスマートハウスにしても、年々その需要というか新たなものが対象となって

おります。そういう変化に対しましても、町の補助金を変えていかなければい

けないということで、住民に対しては、環境に対する危機意識を高めるために

ですね、教育啓発を行っていかなければならないんですが、国の補助金のメニ

ューということにつきましては、いろいろな国のほうでもメニューが大分変わ

ったものがどんどんできてきておりますので、その辺についてはいつも意識を

しまして、アンテナを張ってですね、新たなものを取りこぼさないように対応

していきたいと考えております。以上です。 

町      長  補足も含めてちょっと話します。栁澤課長から話をされた分については、も

う本当に様々なところがね、つながるからあれなんですけど、やはりＳＤＧｓ

未来都市の計画については、経済と社会と環境の３側面がとにかく全部つなが

り合うというところが大切なので、本当に頑張って回答したなと思って。その



22 

 

ことなので、お互いがとにかく結びつくというのが大切であるということの中

からの事業です。どれがいいとかこうとかじゃないということだけ、承知して

おいてください。 

それで新たな取組ということで、先ほどちょっと口頭でも話しましたけれど

も、とにかくプラごみをね、とにかくゼロにするといったところの目先の話と

しては、まずはペットボトルをきちっと回収しましょうということで、家庭に、

今予定ではですね、1,000個ぐらい準備して、1,000世帯に１個ずつペットボト

ルの圧縮機を配って、それをきちっとした格好で回収の場所に置いてもらうと

いうようなこと。また、生ごみについても、生ごみ処理機をとにかく全世帯に

…全世帯とも言わないですけど、協賛してくれるところに配って、生ごみを減

らしていくというようなことの中から、焼却ごみを減らすというようなことも

考えています。 

これちょっと素案ですけど、先ほど森林の話をちょっとされましたので、森

林については、やっぱり構造体に使える材料がなかなか出てこないというのは

聞いておりますので、今、要は森林環境譲与税の使い方ね。あの使い方が全国

的にまだ基金で残っているだとかということがあるので、都市部の方とお話を

してますけども、その基金を使って松田町から出てくる、構造体では使えない

材料を内装材として、見栄え…見えるところで使ってもらうことを促進するこ

とによって、山から木が出しやすくなったりだとかいうことにつながっていく

のではなかろうかということで、今そういった調整を今しているところでござ

います。もうちょっと時間かかるかも分かりませんけれども、とにかく山を守

るためにも木の出口をしっかりつくっていきたいというふうに考えています。

以上です。 

１１番 寺  嶋  そろそろ時間も近づいてきておりますので、最後にですけども。まずですね、

自治体モデル事業の提案は、今回は再選定…認定か。採択されるまで…。 

議      長  時間がもう過ぎておりますので、以上で受付番号第１号 寺嶋正君の一般質

問を終わります。 

１１番 寺  嶋  時間ですので、以上で終わります。 
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議      長  暫時休憩します。10時20分から再開します。        （10時07分） 

議      長  休憩を解いて再開いたします。              （10時20分) 

引き続き一般質問を行います。受付番号第２号、唐澤一代君の一般質問を許

します。登壇願います。 

１ 番 唐  澤  それでは、議長の許可がおりましたので、質問をさせていただきます。受付

番号第２号、質問議員、第１番 唐澤一代。件名、自然葬（散骨）に関する新

規条例の制定について。 

深刻な少子化や継承者のいない無縁墳墓、経済的理由からお墓への埋蔵とい

う葬法への敬遠等により、自然葬（散骨）という葬法があることも広く認識さ

れ増加傾向にある。そこで、以下のことについてお伺いします。 

（１）死者の尊厳を目的とする、もしくは散骨地の周辺住民との間で生じ得

るトラブルを未然に防ぐ目的として、町独自の条例という形で散骨場所やマナ

ー等を制定する必要があると考えるが、町としてのお考えは。 

（２）条例等を制定される際には、愛犬との共生が癒しと賑わいを創出する

里づくりを掲げている町として、ペットの散骨に関しても併せて制定するなど

の取り組みも必要と考えるが、町としてのお考えは。 

よろしくお願いいたします。 

町      長  唐澤議員の御質問に順次お答えを申し上げます。１つ目の御質問にお答えい

たします。 

 まず、町民の方がお亡くなりになった後の一般的な手続の流れを申し上げま

す。町は死亡届を受理して、火葬許可証を交付いたします。お墓に遺骨を埋蔵

するためには、埋葬許可証を交付しております。これは、墓地埋葬法等に関す

る法律に基づいて許可証を交付するものでございます。 

議員がおっしゃる散骨は、火葬した遺骨を粉上に砕いて海などにまくことで、

法律では規制されておりません。遺骨そのものや粉状に砕いたものであっても、

墓地以外の土地に埋めることは法律上違反となりますが、あくまでも粉状のお

骨をまくだけであれば、法律の規制対象外となっております。確かに、継承者

のいない方や、経済的な理由でお墓への埋葬をちゅうちょする方が増加傾向に
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あるようですので、散骨を希望する方が徐々に増加するであろうことが予測さ

れます。 

散骨の基準等につきましては、厚生労働省のホームページに散骨に関するガ

イドラインが示されており、それに基づき一般社団法人日本海洋散骨協会が独

自に日本海洋散骨協会ガイドラインを策定し、粉骨の義務、散骨場所の定義義

務、自然環境への配慮義務、参列者の安全確保義務、一般市民への配慮義務等

について規定しておりますので、同協会の加盟事業者による散骨の実施につき

ましては、問題がないと考えております。既に散骨に関する条例等を制定して

いる自治体が全国に十数件ありますが、その内容は、散骨事業者に対する規制

や、住民も含めた散骨全体に対する規制があり、その手法も環境に関する条例

の中で規制するものや、散骨上の経営許可に関する条例や、葬法に関する要綱、

散骨事業ガイドラインで規制するものなど、規制の方法も様々であります。現

在、松田町には同様な条例やガイドラインがないので、社会の変動を見据え、

本町にとってどのような規制の方法がよいのか、今後、時代に沿った対応につ

いて研究を進めていきたいというふうに考えます。 

          次に２つ目の質問にお答えを申し上げます。ペットのみの散骨について、条

例等を制定している自治体については、我々の独自の調査では見つけることが

できませんでしたが、ペットも含めた散骨場の経営に関して規制する条例を制

定している自治体がありました。現在、本町ではペットについてもお問合せが

あった際には、ペットも供養してくださるお寺を紹介しておりますが、愛する

ペットが亡くなった後、飼い主が火葬し散骨をするという選択が今後も増えて

くる可能性もあります。今後、ペットにつきましても、条例またはガイドライ

ンを制定する必要性も含め、時代に沿った対応につきまして検討してまいりた

いというふうに考えております。以上でございます。 

１ 番 唐  澤  御回答ありがとうございます。それでは、再質問をさせていただきます。 

この散骨に関する条例が、全国でも何か所か自治体…すみません。この散骨

に関する条例を制定されている自治体が何か所かございます。特に有名なのが

北海道長沼町。こちらは、散骨のマナーが悪くて、住民トラブルと訴訟等です
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か、という運動がありまして制定されたという経緯がございます。近隣では湯

河原町、箱根町、御殿場、熱海市、伊東市というふうに制定されてます。それ

ぞれ制定内容は違うんですけれども、この近隣の自治体で制定されるきっかけ

やいきさつが確認されてましたら、教えてください。 

町  民  課  長  私のほうで確認したところは、湯河原町になるんですけれども、湯河原町は

隣の熱海市で散骨の事件が起きて規制をするということを受けまして、同じ観

光地として、風評被害を受けないために条例を制定したそうです。熱海市では

どうだったのかということになりますと、熱海市では海洋散骨が行われると熱

海の海のイメージダウンは免れず、海水浴、鮮魚、料理などの風評被害が大き

いなどの住民からの反対を受けて、海洋散骨事業ガイドラインと、あと条例の

ほうを制定したということでございました。以上です。 

１ 番 唐  澤  ありがとうございます。過去に松田町で散骨、自然葬などの希望があったか

どうかというのも教えてください。 

町  民  課  長  私がですね、町民課長になってからは、そういったことは確認されておりま

せんのと、あと問合せもございませんでした。 

１ 番 唐  澤  分かりました。 

          次にですね、厚生労働省のホームページに散骨に関するガイドラインが載ら

れているとのことなんですけれども、埋葬などに関する自治事務も、自治体に

権限があると思うんですけれども、この散骨自体のガイドラインというものを

印刷して、例えば窓口で説明していたりとか、こういう葬法もあるんですよと

いうようなお話とかも、実際されているのかどうかというもの教えてください。 

町  民  課  長  厚生労働省のホームページに載っております散骨に関するガイドラインにつ

きましては、あくまでも散骨事業者向けという形になっておりまして、町では、

今、窓口でですね、散骨もできますよとかいう、そういう御案内はしておりま

せん。以上です。 

１ 番 唐  澤  分かりました。湯河原町さんとか熱海市さんが制定の際に、パブリックコメ

ントをとられていると思うんですけれども、もしそこで住民の方々の声を聞け

ている内容がもし確認されていましたら教えてください。 
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町  民  課  長  申し訳ございませんが、直接パブリックコメントによる住民からの意見とい

うのは、こちらではちょっと把握してございません。あくまでも、お聞きした

ときには住民からの反対があったということだけしか聞いておりません。申し

訳ございません。 

１ 番 唐  澤  分かりました。ちょっとこの一般質問、結構いろいろ難しくてですね、私も

どこの課、担当の課なのかなとかというのも結構考えて作成しました。また、

この散骨に関する法律は、とても曖昧なところが多いので、曖昧がゆえのトラ

ブルも生じたりと、やはりあります。うっかり、刑法の190条ですよね。有名な

んですけど、そこに接触していたり、河川や都市公園に散骨して県等の条例で

すね、それに違反してしまったりと、無知だったでは済まされないケースも起

こり得ることから、分かりやすくガイドライン等で示されることは望ましいこ

とと思っています。 

ＬＧＢＴＱのパートナーシップ、またファミリーシップ制度や未婚の方も増

えるなど、時代とともに様々な価値観や家族の形が誕生しています。自然葬の

需要は、今後も増えるであろうと予想しています。散骨を希望する場所の調査

結果では、海洋や森林などの自然豊かな場所、あるいは思い出のある土地など

が選ばれているとのことです。松田町もやはり森林とか自然が豊かなので選ば

れる可能性もございますし、当町にはＬＧＢＴＱのパートナーシップというも

のも制定されております。そのように時代の変化とともに、対応できるまちづ

くりというのを、実際に今現在行っていますので、人生の最期もこの町で幕を

閉じたいというふうに、そんなふうに思ってもらえるような、人の記憶に残る

ようなまちづくりを引き続きお願いしたいと思います。 

この散骨というか自然葬、結構お墓の問題って、御年配の方々だけの問題で

は結構なくて、若い世代の私たちのような世代でも結構話題に上がったりもし

ます。というのは、お墓を、先祖代々のお墓をなかなか少子化ということもあ

って、あと女の子ということもあって、維持していくことが困難だったりとか、

今テレワークというような働き方改革も行っていて、決して地元で一生を終え

るという人も少なくなってきています。なので、従来の葬法に限らず、いろん
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なことを視野に入れて、自治体で検討していただきたいと思います。 

すみません、早いのですが、私の一般質問はここで終わりにしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

議      長  以上で受付番号第２号、唐澤一代君の一般質問を終わります。 

調整のため、少々お待ちください。 

          受付番号第３号、平野由里子君の一般質問を許します。登壇願います。 

４ 番 平  野  議長のお許しが頂けましたので質問させていただきます。受付番号第３号、

質問議員、第４番 平野由里子です。件名、プラごみゼロの町をめざして。 

要旨。今年の２月、県西２市８町の首長が、プラごみゼロ宣言をいたしまし

た。県でも2018年、鎌倉の海岸にシロナガスクジラの赤ちゃんが打ち上げられ

たことをきっかけに、プラごみゼロ宣言をしております。どちらも、クリーン

活動や使い捨てプラの削減、教育や啓発をうたっております。また、町はＳＤ

Ｇｓ未来都市としても努力をされておりますが、一層の取り組みが求められて

いると思います。そこで、以下のことをお聞きします。 

（１）町内の公的施設で使用されている人工芝シートなど、プラスチック片

の流出防止策はどのようにされていますか。 

（２）今後、さらに、人工芝の設置を検討されていますか。 

（３）プラごみについての教育や啓発はどのように実施されておりますか。 

以上、よろしくお願いします。 

町      長  平野議員の御質問に、順次お答えをいたします。結論から申しますと、一層

の取り組みが求められていると、私もそう思っています。 

それでは、１つ目の御質問にお答えをいたします。プラスチックは、特に野

外では太陽光等の影響による劣化や破損が発生することで、河川など自然環境

への流出が懸念されております。現在、町内の公的施設での使用場所を申しま

すと、川音川パークゴルフ場や子どもの館、寄テニスコート、生涯学習センタ

ー、小規模保育なのはななどで人工芝を、酒匂川親水広場などで土のうやブル

ーシートを使用しております。これらにつきましては、劣化などが発生した場

合、自然環境にプラスチック片が流出してしまうおそれがございますので、定
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期的に点検を行い、劣化や破損のおそれがある場合は交換を行う、また実際に

劣化や破損によりプラスチック片が発生した場合には、回収を行うことによっ

て、自然環境への流出の防止を図っております。しかしながら、このような人

的な防止対策であるため、さらなる徹底と意識向上が必要であるとも考えてお

りますので、プラスチック製品の利用に関するガイドライン等を定め、具体的

な対応を行ってまいりたいと考えております。 

続いて２つ目の御質問にお答えいたします。現在のところ、大規模な設置場

所といたしまして、寄みやま運動広場や松田中学校グラウンドにおいて人工芝

の設置を考えております。製品の選定に当たっては、今の時代に即し、環境に

配慮した製品の選定をするなど、もしもプラスチック片が流出した場合でも、

地球環境に影響がない製品の設置を考えております。今後、そのほか設置をす

る、大小の製品がある場合にも同様に、環境に優しいエコな製品を使用するよ

うにいたします。 

３つ目の御質問にお答えをいたします。プラごみの削減及び再資源化に向け

ては、町民の皆様お一人一人の日常的な取組や協力が不可欠でありますので、

効果的かつ継続的に環境教育や啓発を行っていくことが、とても重要と考えて

おります。環境教育といたしましては、本町では地球温暖化対策として、平成

28年度から行っておりますクールチョイス普及啓発事業の一環として、廃プラ

スチックに関連するワークショップや講座を開催しております。今後は、プラ

スチック汚染問題を取り上げた映画の上映会や、また、県西地域２市８町のプ

ラごみゼロ共同宣言に伴い、小田原市の海岸などでのフィールドワーク等を含

む小学生向けの環境教室の開催など、２市８町共同での取り組みを含め、環境

教育を推進してまいります。 

啓発の面では、町のイベント時における、海洋プラスチック問題に関するパ

ネルの展示、エコバッグの配布。また、毎年５月の酒匂川統一美化キャンペー

ン、11月の丹沢大山クリーンキャンペーンなどの美化活動を通じて啓発を行っ

てまいりました。今後は、地球環境に影響を及ぼす危険性のある製品は、原則

使用しないことを念頭に置き、これまでの取組を継続するとともに、例えば家
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庭から出るペットボトルを100％リサイクルするための家庭用ペットボトル圧

縮機の配布や、資源ごみの拠点回収の実施に併せて、町民が自発的な動きを生

み出すための環境づくりなど、環境に対する危機意識を高めるための啓発に取

り組んでまいります。以上でございます。 

４ 番 平  野  御回答ありがとうございます。それでは、一つ一つ再質問をさせていただこ

うと思います。 

こちらの質問に関しましては、プラごみという一つの、何ていうか、普通名

詞のような形で件名を掲げさせていただいたんですが、メインはマイクロプラ

スチックということになると思うんですけども。プラスチックごみというの

は、様々なタイプがございますけれども、結局、紫外線などにより劣化してい

くと、どんどん細分化されていくんですね。そして、５ミリ以下となったもの

をマイクロプラスチックというふうに現在呼んでおります。このマイクロプラ

スチックというのは、魚や貝が食べてしまう、海鳥なども食べてしまうという

ことで、その生物に対しても脅威であり、また、食物連鎖の中で、最終的に人

体にも取り込まれているということが非常に心配されております。その影響は

まだ完全には解明されていないんですけれども、研究途上ということなんです

が、何らかの影響があるのではないかということになっております。冒頭の、

鯨が打ち上げられたという事件ですが、これも原因としては、体内に蓄積され

たプラスチックではないかというふうに言われております。あんな大きな生き

物に対しても、何らかの影響があるということが、非常に心配されておりま

す。 

人体に対しては、研究途上ではありますが、今年の１月、世界自然保護基

金、いわゆるＷＷＦですね、これが飲料水や海産物を通し、人類、人間が既

に、週に最大５グラム、これクレジットカード１枚分なんですけども、それを

摂取している可能性があると、新聞発表にありました。人体の影響に対して

は、まだ未知な部分もあって、排出できるのか、それとも吸収しているのかっ

ていう、その辺もまだちょっと分からないんですが、既に人体に入っているん

だということは発表されました。 
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そしてまた、このプラスチックの怖いところは、化学物質と非常に親和性が

高いという部分があるんですね。水中に漂っているうちに、同じく漂ってきて

いる化学物質、これもまた膨大なものになっているんですが、例えば塗料から

出てきたり、薬品、化粧品、洗剤などにたくさん含まれているので、そういっ

たものと吸着していってしまうと。つまり、マイクロプラスチックを取り込む

ということは、これらの物質も一緒に取り組んでいることになるということな

ので、その辺りがどのように生命に影響しているのか、この辺りも完全には解

明されていないものですが、非常に心配はされているということです。 

こちらの質問の直接のきっかけとなったの、５月15日、先ほど町長の行政報

告にもありましたが、酒匂川クリーンキャンペーンに私も参加したんですけど

も、川音川のパークゴルフ場方面がうちの地域の担当だったものですから、歩

いて行ったところ、パークゴルフ場が分かれて小さな川があるんですが、それ

を渡る木の橋の上に、緑のシート、いわゆる、あれも何ていうか、一番シンプ

ルな人工芝と呼べるんですが、それがぼろぼろになっているというのを発見い

たしました。そのとき、大きなかけらは一生懸命拾ったんですが、本当に小っ

ちゃくなっちゃった一つ一つの芝の形をした物質は、とても拾いきれなくて、

担当者、集合場所に戻って、担当の方に報告をして写真も見せて、ほうきなど

で集めて処理してほしいということをお願いをしてきたんですね。多分やって

くださったと思うんですけれども、その後、気になって、もう一回、先週見に

行ったら、またぼろぼろになっていて、結局、そのくらいもろいものだってい

うことなんですよね。なので、非常にこれは大変だなと思って、今回取り上げ

させていただきました。 

先ほどのお答えの中で、町内の施設どのくらい、こういった人工芝のような

ものが使われているのかということで、全課的な調査をしていただいたのか

な、それぞれ回答がありまして、私も思ってたところ、ああそうだなっていう

ところが、大体挙げられていたかなって思います。そして、それについて、ど

のような防止策があるかという点につきましても、お答えの中では、これがち

ょっとはっきりされてなかったかなっていうのがあるので、ちょっとこの辺
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り、もう一回確認したいんですけれども。実際に、劣化や破損によってプラス

チックが発生した場合には、回収を行うことによりというふうなことで防止を

図っているというふうなことだったんですが、５ミリ以下になっちゃうと本当

に拾うのは大変なんですね。どのようにして、その回収を行っているのかとい

うのを伺いたいと思います。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。まず初めにですね、川音川パークゴルフ場、

こちら担当している観光経済課でございます。美化デーのときには、大変御迷

惑をおかけして、ありがとうございます、申し訳ございませんでした。また、

ありがとうございました。御指摘を受けまして、すぐに対応はさせていただい

たんですけども、その後もすぐ、行ったときにですね、端から端からもろけて

くるという状況は、確かに御指摘のとおりでございました。当課が例えば所管

する場所がですね、先ほど答弁にもありましたとおり、公園ですとか、こうい

った場所が多いものでですね、いろんなところにシート、プラの関係のシート

がございました。各場所がですね、やはり相当程度、もう損耗してるというこ

とで、ここは更新もしくは別のもの、今回のお話をきっかけにいたしましてで

すね、ひとつ環境に配慮したような、単純なこういったプラでいくんではなく

て、耐久性も含めたものの製品の選定を今、しております。 

御指摘にありました、特にパークゴルフ場のその新旧のホールを渡す橋のと

ころ、あそこは川の上で、より自然に近いところ、そしてマイクロプラスチッ

クの話ありましたけど、やっぱりそういった面では非常に厳しい場所だと思い

ますので、この場所に、そもそも敷いているのは、御高齢の方が多く使われる

に当たってですね、やっぱりすべり止めを少ししなければいけないと、そうい

う趣旨で設置したものではございますけども、そこをですね、しっかりできる

ようなものの今、対応を、別で取り替えようとしています。下の木をどう、滑

らないで安心に行っていただけるかということで、一応、対応を今、考えてい

るということでございます。 

４ 番 平  野  本当に、当日もね、すぐに対応していただいたようで、ありがとうございま

す。あの日も、夕方から雨というね、予報になっていたので、とても心配して
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いたんですが。結局、先週行ったところ、また同じようになっていたというの

で、たまたま、ちょっとプレーをされていた方が知ってる方だったんで、ちょ

っとおしゃべりしてたんですが、どうもね、人間だけじゃなくて、軽トラがあ

そこを渡るっていうんですよ。あれはちょっと、いくら耐久性があるものを用

意、更新したとしても、ちょっと、その軽トラで耐えれるのかなっていうの

は、ちょっと大変だなって思うんですが、何かその辺のところは聞いてらっし

ゃいますか。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。パークゴルフ場、整備、管理に当たりまして

は、今年度も委託をさせていただいております。そちらの事業の中でですね、

場内の作業に併せて、そこに今、重機…重機じゃないですね、車を含めて動く

ことがあります。ただ、橋も大分、ちょっとね、老朽化をしてますので、少し

そこから問題はあるはあるんですけども、先ほど申し上げたとおり、今のシー

トは、別のものの今、代替を調整しておりますので、それが替わり次第、替え

ようということで考えております。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。いろいろ、私が懸念するところは、既に担当課のほ

うでいろいろと動いてくださっているようで、ぜひ、そのまま、ちょっと注意

をして、よろしくお願いいたします。 

先ほど、ガイドラインを作るんだというようなことも、お答えに、最初のお

答えにありましたけども、ガイドライン、本当に必要だなと思うんですね。劣

化の目安であるとか更新の時期であるとかね、その辺が、しっかりとしたほう

がいいなと私も思っているので。やはり、物によって、あるいは設置する場所

によって、大分劣化は違ってくるかなと思うので、画一的に何年とかいうふう

に書くしかないのかなとは思うんですが、やはり人の目で、実際の感覚で常に

注意をしていただけるとありがたいなと思います。その辺は、ガイドラインを

作られるときに作って、その、何ていうのかな、それを実施するだけではいい

んだということじゃなくて、柔軟に運営をしていただきたいと思います。 

先ほど、１つ目の回答にあったところで、どこだったかな、寄のテニスコー

トなどもありました。中学もテニスコートあるんですよね。この辺りも一度更
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新をしたのを、私たちも立ち会った、議員も立ち会って１回見に行った記憶が

あるんですけれども、やはり、時々通りかかるときに見ていると、やっぱりち

ょっとまた薄くなってるのかなみたいなところがあるんですけれども、こちら

は、あのコートには流出の防止とかは、どうなっているのか分かりますか。 

教 育 課 長  寄テニスコートと松田中学校のテニスコート、松田中学校のテニスコートに

ついては２面ございます。どちらのコートも、砂入りの、目砂っていう砂入り

のポリプロピレンのものでございます。流出防止という特別な措置は取ってお

りませんが、寄のテニスコートに関しましては、鍵の貸し借りのときに、よく

土を払ってくださいねとか、そういったことを喚起をしております。 

現状を見ますと、やはり使っているところという、動くところというか、後

衛の部分とか前衛の立っている部分、そういったとこが埋没したりして、ちょ

っとくぼんでいるような現状でございます。議員がおっしゃるとおり、令和元

年度に、その部分については、つぎはぎでございますが、改修した経過がござ

いました。特に主立った、特別な、目に見えにくいものなので、改修をすると

いったようなことは、激しい劣化はないので、そういった措置はしておりませ

ん。 

４ 番 平  野  あそこは、多分これから、今後設置しようとしているグラウンドの人工芝な

どとは違うタイプなのではないかなというのは承知しているんですが、今おっ

しゃった、使用の後、出るときに土を払うようにというようなことは伝えてい

るという話なんですが、この要するに土のところに、プラスチック片が混じっ

てしまうっていうことなんでしょうか。 

教 育 課 長  詳しくは調べておりませんが、それはないと思われます。 

４ 番 平  野  じゃあ、これ土だから、今はプラスチックの防止にはなってないということ

ですね。やはり、薄くなっている部分があるっていうことは、何かしら流出を

しているのかなっていうふうに予想できますので、その辺りをもう少し調べて

いただいて、必要な防止策をぜひ考えていただきたいなというふうに思いま

す。 

あと、お答えの中には、生涯学習センターっていうお答えが入っていたんで
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すが、これはあれですかね、横の入り口のところにひいてある、足をしゅしゅ

しゅってやるシートのことですかね。 

教 育 課 長  今おっしゃったとおり、２階の青空広場の入り口の部分の緑のシートのこと

でございます。 

４ 番 平  野  そうですね。青空広場とともに、何ていうの、休日用入り口のとこにも、同

じような緑のシートひいてあって、あの辺もみんなね、土を、何ていうか、落

とすためにぎゅっぎゅってやるところですので、多分劣化もしていくと思うの

で、気をつけてお願いいたします。そういう小規模なものは、本当に気をつけ

て更新をしていくっていうふうな対応しかないのかなと思うんですが、先ほど

柳澤課長がおっしゃったように、耐久性があるようなね、品が出ているものな

らば、ぜひそういった検討もお願いしたいなというふうに思います。 

それからですね、なのはなで使われていると、小規模保育施設なのはなでも

使われている、これはどのような使い方をされているのか分かりますか。 

子育て健康課長  小規模保育所なのはなのほうで使っているのは、ちょうど玄関の横に当たる

場所なんですが、保育室から出たところ、子供たちが遊べる場所にひいてござ

います。子供たちが使うものですから、劣化した場合には、すぐさま取り替え

るように対応しておりますが、これから環境に配慮した、子供にも安全なも

の、これから替えるときには注意していきたいと思っております。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。そうですね、ぜひ、特に子供が使うものならば、本

当に気をつけたほうがいいのかなと思います。また、１つ、これは町の施設に

なるのか、スプラポは町の持ち物なので町の施設と言えるかなと思うんです

が、駐車場の中の、元駐車場の建物ですね、の中の人工芝、あれは事業者が設

置してくれたというようなことは、ちょっと聞いたような気がするんですが、

こちらの流出策などは、町がやはり責任持つべきなのかなって思うんですが、

どうなっていますか。 

参事兼政策推進課長  ありがとうございます。まず、人工芝の流出という観点の中の旧土木事務所

跡地ですね、いわゆるスプラポの車庫に設置してある人工芝につきましては、

設置後約２年と半年が経過している中でですね、いわゆる排水溝周辺またこの
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人工の芝、緑の芝が剥がれていたことや、靴裏にですね、あそこ基本的には土

足をしないような形を考えているんですけども、小さい子供たちが入った後の

靴裏や、周辺に付着してた状況は今のところ確認はされておりませんが、先ほ

どの小さなものという観点では、目に見えないものもありますので、今後はで

すね、排水溝の対策、清掃、毎日清掃しているんですけども、そういうとこも

きめ細かく、今もやっているんですけども、やっていきたいとは考えてござい

ます。 

また、あそこの室内の部分に設置してあるものが、室内外専用の人工芝、い

わゆるエコターフ人工芝というような素材でございます。これは一応環境にも

配慮し、いわゆる足元の温度がですね、通常15度程度下げられる素材として設

置してあるもので、普通の人工芝、外でやる人工芝、ゴムの下地がひいてある

んですけども、あれはゴムではなくてですね、基本的、燃やせるごみとして再

利用もできるというような観点の素材として利用しているというところがあり

ます。またですね、いわゆるゴムチップというのを外でやると、クッション、

ゴムチップというのは、熱を落とすような役目もし、けが対策も含めたものな

んですけども、それらも加味した上での芝としてエコターフというもので、あ

そこは、ゴムチップあるいは砂、一切含まれておりませんので、その辺の部分

の流出というものの対策もしているというような現状で、引き続きですね、確

実性については大丈夫だということはないので、町としてもガイドラインを定

めた、定める前にもですね、徹底して取り組んでいきたいというふうには考え

ております。以上です。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。本当に私もスプラポのあそこに入ったこと何回かあ

って、コンクリートむき出しだったところがね、ああいうふうになっているの

は、見た目も本当にきれいなんですが、実際にコンクリートからの、何ていう

のかな、直接の冷えみたいなのも上がりにくくて、使っている方は快適なんで

はないかなって思います。やはり、その分、今、鈴木課長がおっしゃったよう

に、参事がおっしゃったように、本当に管理ですね、対応をしっかりとお願い

していきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 
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それからですね、２つ目の質問の回答にあったことなんですけれども…ごめ

んなさい、もう一つあった。１つ目にもう一つあった。ちょっとお答えの中に

も、ちゃんとブルーシートとか土のうのこともね、指摘されていて、そこまで

配慮が行き届いているということで安心をしたところです。この土のうに関し

ても私、クリーンキャンペーンの日、同じようにパークゴルフの隅っこのほう

なんですが、幾つか置いたままになっていて、ちょっともろけているものを気

がついて、それも担当課にはね、報告したんですが、土のうも実は外に置いて

あるので、結構劣化しやすいということがありますので、ぜひお願いします。

そしてこれは、プラスチック片が流れてしまうという環境面と同時に、やは

り、もろけてしまうと土のうの役割がなくなるというね、災害面もありますの

で、非常に気をつけてほしいところかなと思うんですね。あとは、パークゴル

フ場では、柵みたいなものもプラスチック製のものが幾つかあるので、日が当

たるところですので、劣化、気をつけていただきたいなと思いました。 

あと、これはパークゴルフ場に限らないんですが、いろんなところでビニー

ルテープはね、いろんなものを固定するのに便利で使っているんですが、これ

も結構、日に当たるところは特にもろもろになってくる。日が当たらなくて

も、人がたくさん触ったりするところは、もろもろになってくるので、そうな

ると、今度はプラスチックの繊維状になって、今度空気中も舞ってくるという

のがあるので、なかなか対応難しくなってしまいますので、もろける前に、こ

んなの交換しても幾らでもないものなので、見つけたらすぐに新しくするぐら

いの気持ちで、ぜひ皆さん気をつけていただけると、これは全課で使われてい

ると思いますので気をつけていただけるといいなと思います。これは要望で

す。 

２つ目、今後の予定ということなんですけれども、お答えとしては、大規模

なものとしては、みやま運動広場と松中のグラウンドというようなお答えだっ

たと思います。選定に当たって、今の時代に即した、環境に配慮した製品を使

うんだというようなことだったんですが、これは具体的にはどんな配慮になる

んでしょうか、もし分かっている範囲で教えてください。 
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観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。みやま運動広場につきましては、まだ特に予

算措置とかですね、はっきりした形になっておりませんが、少しずつ検討を進

め、また機会があるときにですね、地権者の方であったり、関係する方々に、

こういう構想があってということをお伝えしながら進めて、慎重に進めておる

ところです。対応といたしましてはですね、まず、これだけの規模の人工芝

を、これからどうやってやるんだというところで、ちょっと未知数でもござい

ましたので、例えば南足柄市のグラウンドを整備されたとこを見させていただ

いたりですね、あと、また人工芝のその業者様から、いろいろな情報を得てお

ります。耐久性をいかに高めるか、要は、パイルっていうんですかね、この毛

の部分、これが切れていってしまう、流れてしまう、これが一番問題というと

ころでいけば、それは当然業者さんもですね、相当に耐久性の高いもの、こう

いったものを御用意をされている部分がございます。ただ、やはり割高には、

どうしてもなるのかなというところがありますけれども、一番、そういった業

者を何か所か今、聞いてですね、環境負荷、要は流出対策というのを、あと管

理、管理面は、先ほどのガイドラインもそうですけども、流出対策をいかにや

るか。これは南足柄市なんかも相当に気を使いながらやっているところを見さ

せていただきましたので、そういった部分も参考にしながら、この後の検討を

進めていきたいと考えております。 

教 育 課 長  中学校の芝生化につきましても、まだ具体的な検討、協議とかはしておりま

せん。みやま運動広場と同様にですね、今後、整備というか、検討をしていく

んですが、授業、体育の指導、まず学校の運営上の関係もありますので、他の

事例を研究するとともに、学校の先生、地域の方からの御意見なども参考にし

ながら、十分に考えてまいりたいと思ってます。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。具体的には、私も幾つかの業者のホームページなど

を見ておりますけれども、大分いろいろな対策をね、業者のほうも指摘されれ

ばやっぱり考えるというところで、いろんな対策をしてきているというふうな

ことは私も承知をしております。それらが本当に完璧なのかと言われるとね、

ゼロなのかって言われると、なかなかゼロだとは言いにくいとは思いますけれ
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ども、本当に使うんであれば、限りなくゼロに近い防止策を取る、そして、適

切な管理をし、お金もかかってしまうんですが、更新ですよね、その辺のそう

いった大規模なものを設置した場合の、そういった維持の経費、天然芝よりは

安いとは思うんですが、維持経費あるいは更新の頻度、更新の経費、その辺り

も、ちょっと予算がまだだということなんで、その辺は全然未定なんだと思う

んですが、もし何かそういうのが分かっていれば、ちょっと教えてください。 

観 光 経 済 課 長  お答えをさせていただきます。まだ、先ほど言っていただいたように、予算

化という話の前の段階でございます。事業者も今、いろいろ聞けば、そこで出

てくる見積り的な数字の話でございます。みやま運動広場につきましては、グ

ラウンドの面積が１万平米を超える大きいグラウンドです。そのうち、例えば

９割程度を人工芝にやった場合、整備費用的なものは恐らく１億円は優に超え

る、１億5,000万ぐらいの例えば見積りがあります。これは多分、業者によっ

て幅はございますけども、先ほど言った製品としてのその耐久性ですとか、こ

ういったものを考えた場合には、これぐらいの費用が全体ですね、芝だけじゃ

なくて、全体の施工を考えたときに、これぐらいかかってくるだろうと。耐用

年数については、メーカーの話でいきますと、大体７年から10年というお話が

ございます。ただ、先行して入れられている人工芝のグラウンドを、10年を経

過しても良好に整備、管理をしておれば、10年を経過しても使えているところ

もあるというふうなお話でございます。ただ、更新という話になった場合に

は、やはり最初の初期投資に近い数字の、先ほど申した、その工事的なものを

除いた部分というのが相当かかります。これも、今、業者の見積りでいけば、

例えば１億とかそういうオーダーになる可能性があります。こういうようなの

は、やはり工夫しながらやるもんだと思いますけども、今、見積りとかそうい

った形の調査をやっている段階では、こういった数字でございます。あくまで

未確定ですので、よろしくお願いいたします。 

４ 番 平  野  教育も同じような感じですか。 

教  育  課  長  教育課でも、具体的なものは定まってないんですが、調査した中では、先ほ

どもありましたが、松田中学校、7,800平米のグラウンドでございます。こち
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らに対しても、見積もりを取った業者とか、頻度とか使い方にもよりますが、

その人工芝にした場合は約１億円ぐらいはかかるというような見積りを頂いて

おります。全面張り替えも、先ほど７年から10年とありましたが、同様なこと

を、とか頻度によりますが、15年といった業者もございます。現状はこの程度

でございます。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。思っていたより人工芝、結構高いなっていうのが、

ちょっとびっくりしたんですけれども。あと、この環境面のほかに、ちょっと

安全面のことも気になる情報は、いろいろちょっと入っています。例えば、人

工芝は膝に負担が大きくて、けがが多いのではないかというようなこと。これ

もね、対策は進んできてはいるというふうには私も承知しているんですが、天

然芝なのか人工芝なのか土なのかということで、選手になっている方なんか

は、恐らくスパイクを替えたりして対応されているのかなっていう気はするん

ですけれども、その辺の安全面。それから、あともう一つは、摩擦熱でやけど

のような状態になるっていうことも聞きましたので、その辺。あと先ほど鈴木

参事が、熱をため込みにくい、そういう芝が出てきていると、人工芝が出てき

ているという話をされていたんですが、私もそれは情報を入手しております。

熱をため込みにくい加工をしているということで、実を言うと、緑の芝自体は

マイナス10度、マイナス15度っていうふうな実績のデータが出ている反面、結

局、熱を反射させる素材を使うということで、実を言うと、その上空、その上

は逆に反射する分、温度が高くなるというデータも出ているので、これに関し

ては、ちょっとマイナスもプラスもあるのかなっていうところがありますよ

ね。 

あと、先ほど、ゴムチップの話もね、されていて、このゴムチップに関して

も、非常に心配される部分ではあるんですが、最初の頃の人工芝は、このゴム

チップを古いゴムタイヤを再利用していることが結構多くて、ちょっと環境面

でもやはり問題があったというようなことも聞いておりますが、それもだんだ

ん素材がよくなっているというような話も聞いておりますので、この辺もどう

いうふうに改良していくのか。服についてしまうので、それこそ、使い終わっ
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たときに払ってくださいとかね、そうしないと、お母さん方、洗濯が大変なの

かなと思いますけども。この辺の問題、環境面以外にも、こういった論点があ

るのではないかというふうに思います。 

また、使い勝手のことですね、ライン引きは大丈夫なのか、それから、みや

まに対しては、駐車場利用も考えなきゃいけないのかなって思うんですが、そ

ういった利用のときに耐久性はどうなのかということ。あと、サッカー用と野

球用っていうのは共用できるのかっていう心配も、ちょっとあったりします。

この辺も分かっていれば、ぜひ安全面、また使い勝手の面、分かっている範囲

でお願いいたします。 

観 光 経 済 課 長  何点かみやま運動広場に関してということでの御質問にお答えをさせていた

だきます。まず、安全面とか、その摩擦熱、こういったお話に関しましては、

実際にですね、その製品のクオリティーのどこまでの向上かというところにか

かっているのかなと思います。ただですね、南足柄市の新しくできた人工芝の

グラウンド、これに関しては、利用がやはり増えている。お子さんがやはり週

末は、もうサッカー、ずっともういっぱいで、土・日に関しては、ずっと埋ま

っている状況。平日に関しても高校生のサッカー部が利用する等ですね、やは

りこういうところに安全面、何かが問題があれば、利用はそこまで増えること

はないかなというのが、すみません、ちょっと抽象的で大変恐縮ですが、の話

になろうかと思います。議員おっしゃるように、土というもののよさもあるん

でしょうけども、逆に言えば、人工芝というもののよさを感じての御利用が増

えているということが考えられるかなと思います。 

あとは、みやまの関係はですね、損耗の御懸念に関してでございます。若葉

まつり、またロウバイまつりで駐車場としての利用をさせていただいておりま

す。ここがですね、やはりどうしても人工芝のところに車両が入る、これは損

耗が早まります。早まるけれども、じゃあ、そこに車が入ったからといって、

その人工芝が、ほかではまるきり使えないかというと、そうではないです。車

が入っても、なお使えるような人工芝があるというのはメーカーのほうに確認

をしてございます。環境面とその強さ、いろんなものを掛け合わせていくと、
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どうしても費用が上がっていくのかなっていう懸念はございます。 

お金がかかる、かかるばかりの話をちょっとさせていただいて大変恐縮です

が、当然これをやるには単費だけでやるような事業ではないと思っております。

ｔｏｔｏの補助金、またＪＦＡの補助金、こういったものを南足柄市さんのと

きにも御活用なさっております。併せて指定管理者、民間の投資、こういった

考え方もあると思います。そういうものを全体的に考えて、単にお金がかかる

だけではなくてですね、うまく財源を取り入れながら進めていく事業かなと考

えてございます。以上です。 

参事兼政策推進課長  すみません、先ほど南足柄市というところが出ましたので、実際私も南足柄

市でちょっと運動して、実際に体で感じてきたことも含めてですね、回答させ

ていただきたいと思います。まずですね、一番害がないというのが天然芝とい

う形になるとは思います。その次に人工芝という前に、今３Ｇという人工芝が

あります。これ、ヨーロッパサッカー協会なんかでも、いろんなところのスタ

ジアムで使っております。天然芝と人工芝を合わせた、環境にも配慮し耐久性

も非常に高いと。コスト的にも今試験的ですけども、普通の人工芝よりやや高

いというような状況もあります。 

そうした観点でですね、先ほどのゴムチップ。南足柄市で使ってるゴムチッ

プについては、植物性の部分を使った、応用したもので、さっきの反射的な部

分にも非常に対応できているというような素材でやってるというところでござ

います。このゴムチップもカラーゴムチップといって、いろんなエコの部分で、

色を変えることによって温度を下げると。あとその素材についてもですね、例

えばクルミの素材とか、ココナッツとか、あるいは木で松、杉などの再利用と

してやってるところも研究が進んでおります。やってるところも実際に高校の

学校なんかではありますので。そういう部分を含めながらですね、今後検討し

ていきたいというふうには思ってございます。 

 またですね、メリット。先ほど柳沢課長のほうが言われましたメリットとし

ては、稼働日数がございます。雨の日でもできるというところで、年間普通の

場合、雨で70日ぐらい中止になる部分を、人工芝、あればですけれども、雷等
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以外は使えるという観点で、数日というものは…これはあくまでもデータ的な

ものでございます。また北九州市なんかの県立高校なんかにおきましては、人

工芝において設置した理由に、防災拠点の位置づけ。普通の天然芝や土なんか

の場合ですと、雨でですね、非常に水たまりとかあって、そこに急遽対応でき

ないという観点も含めてやった実証実験的な人工芝もあります。また砂ぼこり

なんかの対応できるということも踏まえてやってるようなこともございますの

で、そうしたものを加味しながら、住民の皆様と、町民の皆様とですね、協議

しながら進んでいくという形で考えていきたいと思います。 

 また一時的な駐車場の利用、これ、よみうりランドのプールでですね、２か

月ぐらいかな、これも過去に実証実験やって、どのくらい耐久性があるかとい

うことで、大きな影響はないというような業者からとよみうりランドの管理者

からも聞いておりますが、やっぱり車が入る以上は多少のあれはあるというこ

とも含めてですね、今後検証をしていきたいというふうに考えてございます。 

また一番最終的にはですね、いわゆる排水の問題だと思うんですけども。そ

こをどう今後やっていくかと。排水のところでどう抑えるかという取組が今い

ろんな企業さんが取り組む中で、５個の課題を克服することを条件に人工芝を

設置するということになりますので、そこに排水の問題があるので、そこの排

水をいかに海に流さないかというところを研究をしておりますので、その辺も

含めて今後調整していけばなというふうに思います。以上です。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。ちょっと時間がなくなってきたのであれですが。今

こういうふうに質問ね、あとお答えいただいただけでも、随分いろいろな論点、

あとはいろいろ新しい情報が入ってきてるなというふうに感じました。このこ

とをやはり町民も巻き込んだ議論が必要なのではないかと思いますので、年頭

に上がっていた ＳＤＧｓのプラットフォーム事業ですね。あれなどを利用して、

こういった議論をぜひやっていただきたいなと思いますので。これは要望とし

てぜひお願いいたします。 

 また３番につながることとしては、人工芝、個人の庭などでもすごく使われ

ているので、ぜひしっかりと取り組んでいただきたいと思いますが。１つだけ
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ちょっとお勧めの映画があるので、こちらをちょっと挙げて終わりにしたいと

思いますが。「マイクロプラスチックストーリー」という映画がございます。

これは子供たちが主役になっていて、アメリカの映画なんですが。ドキュメン

タリーで、このプラスチック問題を学ぶということを２年にわたって学校でや

るということをやって、どれだけみんなが学び、議論をし、実際に行動してい

ったというドキュメンタリーなので、ぜひ、もしやるのならこの映画などを取

り上げていただければなというふうに思います。実際にこの横浜の子供たちが

これを見て動き出したというのがありまして、学校の給食のストローの削減に

つながったという話なので、ぜひ松田の学校でもそういった議論が行われると

いいなと思います。こういったことはやはり町民全体の協力がないとできない

ことですので、ぜひ啓発のほうも頑張っていただければと思います。 

 時間が押してますので、これで私の一般質問を終わりにいたします。ありが

とうございました。 

議      長  以上で受付番号第３号、平野由里子君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。なお、休憩中に昼食をとっていただき、午後は1時から再

開いたします。                      （11時20分） 

議      長  休憩を解いて再開いたします。              （13時00分） 

 引き続き一般質問を行います。受付番号第４号、田代実君の一般質問を許し

ます。登壇願います。 

５ 番 田  代  それでは議長の許可を頂きましたので、受付番号第４号、質問議員、第５番 

田代実です。よろしくお願いします。件名 富士山溶岩流で宮下水源全壊のと

き、飲料水は確保されるのか。 

 令和４年度松田町上水道事業会計当初予算で、酒匂川と川音川合流地点にあ

る宮下水源に、水害対策（建屋防水）工事として2,450万円が計上されました。

一方、富士山火山防災対策協議会は17年ぶりのハザードマップ改定で、噴火に

よる溶岩流は鮎沢川から酒匂川をゆっくり流れて、松田町に７日後から57日後

に到達する可能性があるとのことです。そこで次のことについて町長のお考え

を伺います。 



44 

 

（１）松田町地域防災計画での飲料水に関する位置づけ。 

（２）酒匂川水系における溶岩流被害に対する飲料水への影響。 

（３）宮下水源が溶岩流による火砕被害、押し流されてくる溶岩流により倒

壊などによって全壊したときの飲料水の確保。 

以上、３点について回答をお願いいたします。 

町      長  田代議員の御質問に順次お答えを申し上げます。令和３年度に山梨県、静岡

県、神奈川県の３県等でつくる富士山火山防災対策協議会は、17年ぶりにハザ

ードマップを改定いたしました。新たなマップでは最大規模の噴火の場合、溶

岩流が松田町に７日後から57日間の間に到達する可能性が示されております。

火山災害は予兆から噴火まで長時間となる場合や、噴火に至らない場合も想定

されます。また噴火後、数時間で鎮静化するのか、数年に及ぶのかについても

予測できず、普通の災害と異なり不確実性を有しているものでもございます。

このため、国や県などでつくる富士山火山防災対策協議会は、広域避難計画の

策定完了を１年延長し、令和４年度末としておりますので、町はこれを受けた

上で、より具体的な避難計画の策定を予定をしております。 

 それでは１つ目の御質問にお答えを申し上げます。松田町地域防災計画での

飲料水の位置づけにつきましては、同計画第２章10にライフラインの確保、第

３章11にライフライン応急対策の項目の中に記載され、飲料水は我々が生きて

いく中で最も重要なものの一つとして位置づけております。ライフラインの確

保につきましては、災害予防対策について定めており、上水道の給水対策とし

て水源地や配水池などの施設整備、応援協力体制の整備、町民への広報活動、

非常用飲料水貯水槽の利用などを記載しております。またライフライン応急対

策については、緊急の給水要領について定めており、応急飲料水の確保、被災

者への供給、保有する資材・機材の整備、広域的な連携の強化、給水体制の確

立など、被災地の対処を明記しております。 

自然災害等が発生した場合の飲料水の確保については、非常用飲料水貯水タ

ンクの設置場所や、地域集会施設などに給水タンクを設置し、臨時の給水所等

を開設して、町民の方々に飲料水の配布を行います。現在、１日の最大取水量
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は、町内６水源から8,557立方メートルの取水能力を有し、各配水池には合計

4,970立方メートルを貯水しております。また非常用飲料水貯水槽は、松田中

学校グラウンドに30立方メートル、役場駐車場に40立方メートル、松田小学校

に今回新たに40立方メートルの３か所に設置し、合計110立方メートルを貯水

しております。配水池非常用飲料水貯水槽の飲料水との合計5,000トンで、80

立方メートルに対し、１日１人当たり飲料水３リットルを基準として算定いた

しますと、松田町の全人口、５月の１日現在になりますけども、１万564人に

対して考えた場合には、約160日分の飲料水を補給することが可能となってお

ります。 

 続いて２つ目の御質問にお答えをいたします。松田地区の水は深井戸からく

み上げた地下水を取水しております。溶岩流は酒匂川沿いに流れてくると考え

られていますが、宮下水源では深さ120メートルと50メートルの２か所から地

下水をくみ上げており、時間をかけて地層の中を通ってきた水でありますので、

衛生上安全であると地下水を調査している委託業者から伺っております。さら

に地下水につきましては、足柄上地区地下水保全計画により、地下水の現況を

毎月把握しております。水質の分析につきましては年２回行っており、有事の

際には別途分析を委託し、飲料水の安全の確保を行った上で利用してまいるこ

ととなります。 

 続いて３つ目の御質問にお答えをいたします。富士山火山防災対策協議会の

災害規模の溶岩流下のシミュレーション想定では、溶岩流は６日と４時間後に

酒匂川沿いに流下し、庶子地区から神山地区の県道712号線まで東に進み、大

井町との境界までは30日と20時間かけてゆっくりと進行します。酒匂川に流れ

た溶岩は、ＪＲ御殿場線から北へ向かい、東名高速の位置までゆっくりと進行

します。ちなみに松田町役場は41日と15時間で溶岩流下に覆われます。御質問

のように、宮下水源まで溶岩が流下したと仮定した場合、宮下水源は約30日前

後で溶岩下に覆われるものと想定されております。 

松田地区には宮下水源と中河原水源のともに深井戸からくみ上げている２つ

の水源があり、このうち中河原水源については、富士山ハザードマップの最大
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想定でも溶岩流が到達しないこととなっております。溶岩により宮下水源が使

用不可能となった場合でも、中河原水源の取水能力が１日約3,900立方メート

ルであるため、１世帯１日当たりの生活用水の給水量基準を十分に確保するこ

とができると考えております。溶岩流の流下の状況や降灰による断水など、非

常事態が発生した場合は、開設する臨時の給水所を逐次安全な場所に移動させ、

常時給水所を確保いたします。そのほか、避難所用飲料水として、ペットボト

ル飲料水を500ミリリットル換算で10,536本、約５トンを保有しておりますの

で、583人に対し３日分の補給ができます。 

また災害時の協力体制としては、日本水道協会と応急給水、応急復旧を自治

体相互に援助する覚書を交わしており、そのほか神奈川県や千葉県横芝光町と

の防災協定や、秦野市、中井町及び大井町との１市３町の協定、県西地域広域

市町村圏との協定を結ぶなど、災害時の飲料水及びその供給のための必要な資

材の供給等を行うことになっておりますので、町外からの支援体制も確保して

おります。さらに県へ給水及び給水に関する支援を依頼し、県保有の給水車支

援や自衛隊の給水民生支援など、多様な手段を確保することとなります。今後

も大規模災害においても、町内外からの給水の確保することにより、町民の方

が安全・安心に暮らしが送れるよう引き続き対応してまいります。以上でござ

います。 

５ 番 田  代  丁寧な回答、ありがとうございます。初めに私がこの質問を考えたのは、富

士山の大噴火、1707年、宝永噴火以来300年以上経過しております。まだ私た

ちの時代では大丈夫じゃないんだろうかという考えも私の中でも一部あります。

しかしながら災害は忘れたころにやってくるということです。近年の実例では

2014年、８年前の御岳山の大噴火による大きな噴石で、死者・行方不明63人に

なっております。また1990年から95年の雲仙普賢岳噴火では、44人の方が火砕

流の犠牲になっております。さらに34年ほど遡ります。1986年、昭和61年、伊

豆大島三原山の大噴火による溶岩流被害、このとき大島の町民は約１万人、島

外への避難ということは、皆様にもはっきり記憶に残っていると思います。こ

のときはまさに溶岩流による大被害でした。このようなことから非常に危機感
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を持たなければいけないのかなと。いつかは来る、そのために最低限どれだけ

の計画を立てておくのかということで、まず１点目の地域防災計画の位置づけ。

これについて質問させていただきます。 

 先ほどの町長の答弁であったとおり、こちらの防災地域計画書ですか、松田

町地域防災計画、この中の34ページですね。10としてライフラインの確保、そ

れと75ページ、11番、ライフライン応急対策ということで、町民の命を守る飲

料水について、はっきり記載があります。ここでもし防災計画、見られていた

ら、確認をしていただきたいと思います。それに基づいて質問します。 

75ページのライフライン応急対策、この（１）番です。（１）その１番、①

として、被災者に対する飲料水の供給は町長が行いますと、このように記載さ

れてます。何を行うのかということで、②といたしまして、対象者及び給水量。

災害のために水道、井戸等の給水施設が破壊され、飲料水が汚染または枯渇し

たため、飲料水が得られない方に１日１人３リッターを供給するものとします

と。この３リッターについては、先ほど回答３番であったとおり、積算根拠も

しっかりされていて、役場の地下の貯水槽、松田中学、松田小学校ですか、そ

この貯水槽を確保すれば、このように１人１日３リッターを確保できるという

回答で、しっかりとこの辺は計画と今の質問がリンクしてるのかなと感じます。 

 次に応急飲料水の供給方法、これについて少しやり取りをさせていただきま

す。（１）の給水対策のその後の③です。応急飲料水の供給方法。このアです。

応急飲料水の確保。沢水、河川水及び井戸水等をろ水器によりろ過し、あるい

は化学処理を加えて飲料水を確保しますと。次がイとして、地震対策用応急飲

料水と、かねて設置してあるプールの水。常に満水にしておき、応急給水及び

ろ過による応急飲料水のために確保します。次にウです。町内の井戸のうち、

水質・水量等を考慮して、飲料水として適当と判断されるものは、災害時の飲

料水及び防火用水として指定しますと。最後にエです。長期保存可能なペット

ボトルにより飲料水を確保しますと、この４点が記載されてます。 

その中で、ここでちょっと議論をさせていただきたいと思います。アです。

沢水、河川水及び井戸水等をろ水器によりろ過し、あるいは化学処理を加えて
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飲料水を確保しますとなっております。これ、初めの初動の段階で、ここまで

町の防災本部のほうで、町長の指揮によってできるのかなっていうことを感じ

ます。実際問題、職員が120人ぐらいだと思うんですけれども、その中で災害

が起きてすぐ参集できる職員、これが何人いられるのかな。また消防団員、お

手伝いいただけると思うんですけど、直営で行うときには、この職員と消防団

員あたりが初期の応急措置だと思います。そのときにこの仕事をできるのかな

というふうに感じます。この点について、まず１点質問です。 

 次にイとエはそのとおりだと思います。町でやるべき仕事だと思うんですけ

ど、ウです。町内の井戸のうち、水質・水量を考慮して、飲料水として適当と

判断されるものは、災害時の飲料水及び防火用水として指定しますとなってま

すけれども、これも指定して水を確保するために町長の命令で動くんですけれ

ども、この関係については、私、今回の富士山のこの大噴火というテーマがあ

りますので、よい機会なんでね、この辺は見直しをする必要があるんではない

かと。実態として、初動体制ではこれは無理なんではないかと。もう少しして

落ち着いたときには、ある程度町長の指示で行うと。イと今のアとエについて

は自主防災組織、これに委ねて町がバックアップするべきなのかなと考えます

が、この辺は町長、いかがでしょうか。 

町      長  ここに書かれてるようにですね、大切なのは基本的にいろんな施設が使えな

くなって、水の供給ができなかった場合のことを前提にここには書かれている

わけでありまして、応急飲料水の供給ということで、普通に飲める水がにっち

もさっちもなかった場合には、こういうふうな対応をして水を確保するという

ふうなことを書かれているわけだと私は認識しております。ですので、初動と

いった位置づけでの物事の考え方からしてですね、もう初動の段階からほかの

一般的なさっきに言った、ペットボトルであったりだとか、貯水槽の水がもう

使えないとかいう話になったときには、わらをもつかむ思いでこういった水を

利用させていただく。そういったことでのここには記載をされてるというふう

に認識していますので、初動ということを前提にした場合の水の使い方につい

ては、また別途今言われてるような格好で、適応してない内容があるとすれば
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ですね、そういったもののカテゴリー的に分けて、この水の供給体制をまた、

ある意味この計画をもとにしたアクションプランみたいな、こういうことを作

る必要性があるかなというふうには感じております。以上です。 

５ 番 田  代  総論として、今の町長のお答えでよろしいかなと思います。しかしながら新

しい…これは平成元年に策定したもので、今回新しい課題として富士山の大噴

火ということで対応しなければいけない問題、そのように考えます。したがい

まして、ここの中でも冒頭、計画については令和４年度末までに富士山火山防

災対策協議会が避難計画の作成を完了するということになっております。です

から令和５年３月31日、かなりの精度のものが上がってくると思います。それ

以降にこれを受けて具体的な避難計画の策定を予定しておりますというふうに

なっておりますので、今の私が申し上げた初めの初動では、アとウについては

非常に難しいということで、今町長のお話のあったアクションプラン、そうい

ったもので、もとにあるものを若干変えていただいて、詳細計画については実

態に合ったことでお願いしたいと、このように思いますが、いかがでしょうか。 

町      長  おっしゃられてるとおりになるんじゃなかろうかと思います。この計画を本

当に見るとですね、やはりほかの計画と一緒で、総合計画もそうですけど、実

際この計画をもとに、どういった格好でやっぱり動いていくのか。時系列的に

やっぱり考えなきゃいけないことがありますので、今後はその計画を基にです

ね、より具体的な町民目線の計画にしていくことになろうかというふうに考え

ています。以上です。 

５ 番 田  代  はい、御回答ありがとうございます。その際にもう一方の34ページ、ライフ

ラインの確保ということで、飲料水対策、給水対策について示されております。

ここについては上水道、主に書いてあって、井戸水の利用という２点が頭出し

してありますけれども。私、いざとなったときには沢の水、75ページのほうで

は沢水ということで入っております。位置づけとして、この地域計画のやはり

柱になってるものなんで、沢水ということをこの34ページに位置づけしていた

だくと。松田山、要するに惣領と庶子地区の後ろに抱えている松田山。ここに

は大きい沢で河南沢、それと山北境の大沢、ここの水量というのはかなり豊富
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です。それとあと、水量は若干今の沢よりも少なくなりますけれど、恐らく10

本以上の沢があります。この沢の水を使って、先ほど私が投げかけた、ろ過し

て飲料水にすると。そのようなことをある程度、この大きなプラン、計画の中

に位置づけて、その具体なものはアクションプランで示していただければいい

のかなと。特に防災訓練ですよね。このように富士山の話とか、あとは浸水の

話だとか、ハザードマップもできて、宮下水源で水を守ろうという中で、もし

ものときのことの初期の段階では、やはり町民の水を確保するためには、沢水

の利用と。それには、防災訓練いつもやってますよね。そのときに、ある程度

防災訓練でそういった目線で、沢水を利用して、それでろ過をして水を使うと。

このようなことを担当課長に提案しますけれども、お考えいかがでしょうか。 

総 務 課 長  御意見ありがとうございます。今おっしゃられたように、まず初めに防災計

画のほうのこのライフラインの確保のほうにつきましては、先ほど町長も申し

上げましたとおり、これを受けてアクションプラン的なものを作りますので、

その中で沢水等の内容等についても検討しながら、位置づけられるものは位置

づけていきたいという形で考えております。 

それからですね、沢水等を使った防災訓練等はどうかというお話の中で、防

災訓練のそれぞれテーマを決めながらですね、今年はそういうようなこともひ

とつやれたらやっていきたいなという形では考えておるんですが、今後ちょっ

とこれから防災訓練の内容等についても計画していきますので、その中で検討

等させていただければと思います。以上です。 

町      長  今の補足になりますけども、全てが前提があってのことなんですね。ここに

書かれてるのは、一応一つ一つに対しては、風災害であったり土砂災害であっ

たり、あとは地震であったりっていう。富士山についてはそんなに詳しく実は

この中には盛り込まれてない。先ほど冒頭でおっしゃられたように、まだその

ときには、この策定したときには、そこまでの危機感がなかったような状態で

ありますので、沢水、沢水って言っても、富士山が噴火して灰が落ちてきたり

とかしてるときに、沢水が使えるかというと、果たしてどうかということもあ

りますし。土砂災害だとかそういったときの沢水は絶対使えないと。ただ、単
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なる地震が起きたときはひょっとしたら使えるというような、ケース・バイ・

ケースの前提の中で、それをきちっとした策定とか想定をした中から、地域の

方々と、じゃあ今回はこれになったときにはこういうふうにしましょうとかっ

ていうふうなことが多分必要になってくるのではなかろうかというふうに考え

てますので、この計画にはそういった、富士山の火山についてのときにこうな

りますというのは、特殊災害のときという形でしかちょっと書かれてないので、

本当にそれ、御指摘頂いたようなことも含めて、かなりこれをさらにもっと改

定もしなきゃいけないかなというように考えています。以上です。 

５ 番 田  代  私の質問書の中には溶岩流、これを主について書かせていただきました。私

自身、数字が300字以内ということであったんで、火山灰についてはここでは

省略をさせていただきました。今、町長からもお話のあったとおり、火山灰。

松田山で私の体験から申し上げますと、私の畑が150メーターのところにあり

ます。そこは30センチ掘るとその下が火山灰で、大体20センチから30センチ、

ずっと積もってます。今、町長のお話のように、沢が火山灰で使えないかもし

れないというふうなお話ありました。私もそういう懸念はしてます。しかしな

がら、あとほかのところの私の畑が250メーターとか100メーター前後のとこで

あるんですけども、そこにはないんですよね。そうすると多分東側、富士山山

頂から東側が噴火して、細長い感じで風に乗ってきてるのかなという。ですか

ら、そういったことで、沢が全滅っていうこともないと思います。ただ、私は

防災訓練でろ水器、城山地区はろ水器使ってみんなにやってもらってます。い

ざというときに富士山の大噴火も含めて、それ以外にもいろんな災害が含めて、

やはりろ水器を絶えず動かして、機械が動く。それとそこにいる住民の方がそ

の操作方法を知ってるというふうな考えの中で、先ほど関係者と話し合ってと

ありましたのでね、飲料水…ごめんなさい、自治会連絡協議会ですか、イコー

ル自主防災会長になると思いますので、そういったときにろ水器の取り扱い、

これを広めていただきたいと思いますが、課長、いかがでしょうか。 

総 務 課 長  自主防災会の前に防災会議というのが、自治会長の中で７名選出してる会議

がございますので、そちらの中でですね、防災意見交換会というのをやってお
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りますので、その中でも防災訓練のお話であったりとか、そういうふうなお話

があったということの中で、対応できるもの、もちろんそれぞれ各自治会のほ

うでもテーマにしたいこともございますので、その中で調整をしながら検討し

ていきたいというふうに考えております。以上です。 

５ 番 田  代  回答ありがとうございました。今、町では自治会の地域担当職員ということ

で、行事があるごとに職員の方、派遣しております。私もこの間、地域の廃品

回収あったんですけれども、職員の方３名が来てお手伝いされてます。要はそ

ういったことによって、役場の職員と地元の方の接点がかなり、この何年かで

強くなってると思います。そういう中で担当職員の方と自主防災会の方が連携

しながら、いざというときに役立つ訓練、こういったものを検討していただけ

るということで理解させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次に２点目の質問に入らせていただきます。ここでは酒匂川水系の溶岩流被

害に対する飲料水、この影響はどうなんだということで、回答では、特に宮下

水源ですね。深さ120メーターと50メーター、この２か所から地下水をくみ上

げていると。溶岩流が来てたとしても、結構深いところで、地下水、伏流水で

すから、影響はないのではないかという回答になっております。私も多分、そ

うか、それだけメーターがあれば大丈夫かなという感じはしております。そこ

で地下水の現況を毎月把握してますというふうになっております。これについ

て何をどの程度把握されているのか。宮下水源の地下水の、例えば１日当たり

のポンプアップできる水量、これがある程度もう常時確保されてるから、溶岩

流が来てもその水は確保できると。縦は別ですよ、下の水は確保できると。そ

ういうことでよろしいのかどうかね。この辺について担当課長、少し説明をお

願いいたします。 

環境上下水道課長  今の件につきましては、議員がおっしゃったとおり、地下水の水位について

毎月把握しております。以上です。 

５ 番 田  代  ボリューム的には１日どのくらいの水をポンプアップできる能力が今現在あ

るんでしょうか。お願いします。 

環境上下水道課長  はい、すみません。宮下水源につきましては、１日3,600立米でございます。
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以上です。 

５ 番 田  代  ありがとうございます。３点目の質問で、１日…ごめんなさい、分かりまし

た。3,600立米ということで理解させていただいて、この水は、汲み上げるこ

とができれば十分飲料水を確保できると、そのように理解させていただきます。 

 では、最後の（３）番の関係について、これがたまたま今回上水道事業会計

で、浸水したときに２メーターまでは大丈夫だと、そのようなことで改修する

予算が計上されました。一方で、今回、富士山火山防災対策協議会、これが今

回３月に中間報告を行って、先ほどの答弁だと４年度の末、２年後の５月の、

５年の３月までにしっかりしたものができるということです。現在、中間報告

で示されたものが火口の数、それが、前回の計画では44か所だったものが252

か所、約５倍に想定してます。次に噴出量、これについては７億立米から13億

立米、約２倍以上です。それと、一番ポイントになるのが溶岩流の到達市町村。

これについては、前回は山梨県と静岡、これで12か所ぐらいの市町村に到達す

ると。今回、神奈川県が加わって15から27に増えました。そのような状況で、

前回の17年前の計画と比べてかなりシビアな計画になっているようです。 

 ここでお尋ねしたいのが、特に神奈川県ですよね。神奈川県、そちらのほう

の影響。新聞報道では、東京都の中央防災会議が東京都に約10センチぐらい、

今のは火山灰ですね。火山灰が神奈川県から東京都のほうに向かって、東京で

は約最大10センチ程度の灰が予測されてます。このような中で、山北から松田

辺りの上空を通って東京のほうに行くと思うんですけど、今の計画では、この

火山灰がどの程度来るとか、そういう情報は持っているでしょうか。 

総 務 課 長  今の議員の質問にお答えします。まず初め、火山灰の話でございます。今現

在の防災対策協議会の火山灰、予想火山灰につきましては、宝永火山の降灰量、

これは神奈川県だけじゃなくて、東京、神奈川、山梨、静岡で、全部の対象で

約７億立米を見込んでおります。ただ、これは平成26年の防災マップの想定と

現在は変わってない状況でございます。そのときに東京も10センチという話の

中で、今現在、神奈川県で単独でどうなのかというのは、そういう数字は出て

おりませんが、平成26年時点がやはり東京も10センチ、神奈川県は30センチか
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ら50センチという形での記載でございます。以上でございます。 

５ 番 田  代  今回の計画についていろいろ調べてみますと、300年前の宝永噴火のときより

も、864年、紀元864年、貞観噴火と読んでいいのかなと思うんですけども、こ

のときが一番大きい被害だったそうです。今回はその被害を、最悪の被害を想

定して、今お話ししたように数もそのときの最悪のケースでうたっているそう

です。そういったことですので、結構こういう問題って幅が広過ぎて難しいと

は思います。しかしながら、今の火山灰ですよね。この辺については、溶岩流

はゆっくりゆっくり来るんですけど、火山灰は先ほどの話のように全体的に降

ってきます。そのときに先ほどの話、水の問題もあります。そして、溶岩流が

下りて来て、今度は川沿いにこの泥流というんですかね、火山灰の泥みたいな

やつが流れてくると。そういうことも想定されますので、可能な範囲で計画に

入れていただければありがたいのかなと感じます。 

 その中でね、ちょっと１点気になったのが、その計画なんですけども、去年

の４月15日、全員協議会で、富士山のハザードマップの改定ということで、防

災担当から全員協議会で示されました。そのときの概要の、担当課長、一番下

の行です。行の上から２つ目かな。噴火の７日後から51日の間に溶岩流が到達

する可能性があります。気になったのは、この後、「なお」で、火山灰の降灰、

落ちてくる火山灰に関しては、従来と変化ありませんって出てるんですよね。

ところが、今、私、先ほど申し上げたように、864年の大噴火、それを最悪の

事態を想定して噴出量が７億立米から13億立米、それと噴火の数も５倍の252

か所から噴くのではないかというふうに記録、新聞報道もされてますけれども、

火山灰については従来と変化ありません。この辺がちょっと分からないんです

けれども、御説明をお願いいたします。 

総 務 課 長  すみません、議員の質問に、先ほどの質問とちょっと重複してしまうところ

があるかもしれませんが、要は、火山灰の予想については、今の対策協議会の

ほうでも数字はですね、前回の平成26年の富士山火山防災マップで採用した数

字、要は宝永火山の降灰、７億立米を採用しております。ですから、去年、昨

年の全員協議会でお示ししました火山灰の降灰に関しては、従来と変化はあり
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ませんというのは、火山灰としては７億立米で変化はありませんということで、

そういう形での表記をさせていただいているので、基本的には７億立米のまま

だよという形になります。以上です。 

５ 番 田  代  捉える時点が違っているということで理解させていただきます。その後に発

表されたものは13億立米と。これについては、最終的に報告書が固まったとき

に、それを考慮しながら地域防災計画を改定していくと、富士山火山編を入れ

るような感じで考えていくと、そのようなことでよろしいですね。はい。 

 最後の質問になりますけれども、冒頭、答えのあったとおり、富士山火山防

災対策協議会、広域避難計画の作成完了を、本当は来年の３月だったんですけ

ど、１年延長して令和４年度末までと、５月31日までに策定すると。町はこれ

を受けた上で具体的な避難計画を策定しますということで、これは一本筋が通

っていると思います。 

 一方で、お隣の開成町も私と似たような富士山の噴火の質問をされる議員が

いたので、おたくの町はどうなのよということで、確認、ちょっと情報交換を

させていただきました。そのときには、開成町は、地域防災計画、富士山の大

噴火とか溶岩流ですね、そのような中で吉田島地区が一番危ないというふうな

ことと…それは水害です。溶岩流については、開成町は低いですから全体的に

危ないという位置づけをしてます。去年の資料を頂いた、これですよね。これ

を見ると、松田町よりも開成町は大きく塗られてます。開成町自体は、かなり

これに危機感を持っていられるようで、今年の３月ですか、最低限の位置づけ

をしようということで、まだ中間報告で確定はしてないんですけれども、開成

町の場合、どうするんだというふうなことで、地域防災計画の中に富士山火山

防災対策編ということで、あくまでも概要ですね、ガイドラインを入れたとい

うふうな話をされてます。 

 これで最後に町長に確認させていただきたいんですけども、一つの手法で、

２年後の３月まで待って、それを基に計画をつくっていくと、具体的な計画を

つくっていくという話なんですけれども、やはり少しずつ、一遍にはできない

のでね、概要辺りを、もう今の中間報告辺りを基に、細かいのは構わないと思
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うんです。大筋だけはそういったことで地域計画に早い時期に作成していただ

くと。それで今度は、はっきりした計画が出たときには、今度はアクションプ

ランですね。そういったものを行っていくということで、２段階で行っていた

だければよろしいのかなと思いますが、町長、いかがでしょうか。 

町      長  御質問ありがとうございます。御提案いただいたとおりにですね、今の現状

で知り得る仮定、仮想をした中で、常にやっぱり対策をこういうふうにしてい

かなきゃいけないというのは、もう危機管理上当たり前のことだと思っており

ます。ですので、その富士山火山のハザードマップができた時点で、我々とし

てはこの正式なですね、正式な形で出たときにというふうに思っているところ

もあったのは、今回の御指摘の中でちょっと反省すべき点だなというふうに感

じておりますので、担当課と想定できることを想定しながら、これに、正式な

会議というよりも、これにガイドライン、ガイドラインというか、何ですかね、

改定版としてじゃなくてですね、ここに盛り込んで、その後の具体的な、答弁

に入れましたけど、より具体的なというところにつなげてまいりたいというふ

うに考えています。以上です。 

５ 番 田  代  御答弁ありがとうございます。今、町長からも修正いただきましたとおり、

一遍に取って計画をつくるより、やはり先ほどの話で、自治会長さんと話した

りだとか、関係機関と話したことをボトムアップしながらね、ある程度時間を

かけてガイドライン的なものを作っていただけるというふうなお話ですので、

ぜひそのようなことでお願いしたいと思います。 

 その件に関しては、いろいろもう少しかみ合わないかなと思ってね、時間を

50分取ったんですけれども、今回、町の考えも理解できましたし、前向きに取

り組んでいただけるということですので、私の一般質問、15分余しますけれど

も、これで終わりにします。御清聴ありがとうございました。 

議      長  以上で受付番号第４号、田代実君の一般質問を終わります。 

 受付番号第５号、南雲まさ子君の一般質問を許します。登壇願います。 

７ 番 南  雲  議長のお許しを得ましたので、通告に従いまして一般質問を行わせていただ

きます。受付番号第５号、質問議員、第７番 南雲まさ子。件名、子どもたち
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に支援が求められる施策について問う。 

 （１）ハイリー・センシティブ・チャイルド、略してＨＳＣは、生まれつき

人一倍繊細な特性を持つ子供のことで、周囲から理解されず不登校になること

もあります。そこで、学校現場でのＨＳＣの支援についての御見解を伺います。 

 （２）ヤングケアラーは、家族にケアを必要とする人がいる場合、大人が担

うような重い負担を負う18歳未満の子供のことで、実態把握と支援体制の整備

が重要だと思いますが、御見解を伺います。 

 （３）50人に１人の子供が弱視であると言われ、６歳頃までの早期発見・治

療が大事とされていて、発見には専用機器を用いての屈折検査が有効とされて

います。そこで、専用機器導入についての御見解を伺います。お願いいたしま

す。 

教 育 長  それでは、南雲議員の御質問に順次お答えさせていただきます。私からは、

１点目の御質問についてお答えさせていただきます。 

 まず、ハイリー・センシティブ・チャイルド、通称ＨＳＣについては、南雲

議員が御説明されたとおり、人一倍敏感な子供という意味で、アメリカの心理

学者が提唱した言葉でございます。ＨＳＣの子供の特徴として、間違うことを

恐れ慎重になりやすい、音や匂い、肌触りなどに敏感、ほかの子が叱られてい

るのを見て自分も叱られているように感じる、他人の機嫌や変化を察すること

ができるなどといったものがあります。これらの特徴は、個人の育ってきた環

境などに左右されるものではなく、ＨＳＣのほとんどの人が持っている側面と

なります。つまり、親の育て方が原因でＨＳＣになるということではありませ

ん。また、現在のところ、国におきましては、ＨＳＣについての定義はありま

せん。したがいまして、教育委員会では、ＨＳＣは病気や発達障害ではなく、

児童・生徒の生まれつき持つ特性であると考えております。 

 御質問の学校現場でのＨＳＣの支援についてですが、現在、松田町では、Ｈ

ＳＣと判断される児童・生徒はおりませんが、教育委員会では、ＨＳＣの子供

たちに限らず、全ての子供たちが安心して過ごせるように、松田町立学校の教

職員は、児童・生徒の一人一人の個性が尊重できるような環境づくりに学校と
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して、チームとして取り組んでおります。 

 具体的には、学校現場では、教員一人一人が児童・生徒の一人一人の心に寄

り添った指導ができるよう、生活アンケート調査を中学校では毎月１回、小学

校では学期に１回実施し、実態把握をしております。 

 また、日々の学校生活で、教員から児童・生徒への細やかな声かけなどをす

ることによって、児童・生徒の小さな変化を気づいたときや、発信するサイン

を受け取ったときには、管理職、教育相談コーディネーター、児童・生徒指導

担当教員、養護教諭との相談やケース会議を行うなど、該当する児童・生徒に

合った支援方法を考え、実施しています。その際に専門的な知見が必要な場合

であれば、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、学校医に相

談をし、専門医につなぐことや、町子育て健康課や児童相談所などの関係機関

と連携を図ることなど、個に応じたよりより支援が行えるように教育相談体制

や支援体制を整えております。 

 しかしながら、不登校傾向になっている児童・生徒もおります。そのような

児童・生徒のために、多様な学びを提供できるよう教育支援センターであるほ

ほえみ教室を設置し、専任教員が児童・生徒の一人ひとりの個性、実情に合わ

せた指導を行っております。 

 今後は、ＨＳＣという概念は十分に理解されていない部分もありますので、

教育委員会といたしましては、教員に対してＨＳＣに対する理解も深めていき

たいと考えておりますので、御理解を下さるようお願いいたします。 

私からは以上でございます。 

町      長  私から、２点目、３点目の御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、２点目でございます。ヤングケアラーとは、議員がおっしゃるとおり、

家事や家族のケアなどを日常的に行っている18歳未満の子供たちのことでござ

います。本町では、子供に身近であり異変に最も気づいていただける学校現場

にて日頃より注視していただいておりますが、現在は、該当となる世帯、児

童・生徒はいないと伺っております。 

 ただ、ヤングケアラーは、本人には自覚がなく、当たり前のことと捉えてし
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まう場合もあり、状況を把握することが困難な面もありますが、これから夏季

休暇を迎えますので、その前に小学生・中学生向けにチラシなどで周知を行い、

家族だけでなく子供にも分かるよう啓発を図ってまいります。 

 また、ヤングケアラーではないのかなと相談があった場合の支援体制につき

ましては、ケアを行っている子供だけでなく、その家庭の状況を把握し、町福

祉課や児童相談所、小田原保健福祉事務所の生活保護担当など、ほかの機関と

連携し、介護や障害など必要な対応ができるよう連携体制を整えております。 

 次に、３つ目の御質問にお答え申し上げます。お子様の弱視の早期発見に有

効とされる屈折検査機器の導入についての御質問ですが、先に本町の状況につ

いて御説明を申し上げます。視覚の検査は、３歳児健診のときに行っておりま

す。健診前にスクリーニング検査として、御家庭でアンケートを行っていただ

いております。その結果を基に、対象となるお子様は、外部委託の事業者が２

次検査を行います。その検査では、視力検査、屈折検査、立体視検査、斜視検

査、眼球検査を行います。この２次検査で異常のあるお子様に対しては、眼科

医の検診をお勧めしております。 

 ちなみに、本町の昨年度の３歳児は70人であり、うち２次検査の受診対象者

は14名でございました。その中で精密検査を受けられたお子さんは１人おられ

ました。そのお子さんは、弱視ではなく斜視という結果でありましたが、早期

治療につながっております。 

 さて、議員がおっしゃる屈折検査専用の機器でありますが、大変高価なもの

であり、今年度は国の補助金が２分１ありますので、導入については、対象者

数を考慮し、例えば上郡５町で共同購入する方法や、町の３歳児健診時に２次

検査の委託先に依頼をし、対象児全員に対してこの検査を行う方法などもあり

ますので、今後検討してまいりたいというふうに考えております。 

 弱視検査の精度が上がることは、親御さんの安心はもちろんのこと、本人も

快適に生活を送れることになりますので、早い時期に導入できるよう調整をし

てまいります。以上でございます。 

７ 番 南  雲  一定の御答弁ありがとうございました。国おいては、子供の権利を保障する
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こども基本法案がこども家庭庁設置法案とともに審議されています。こども家

庭庁の設置法案が成立すれば、来年４月にこども家庭庁が発足します。また、

こども基本法案の子供の権利には、生命、生存、発達の権利、子供の最善の利

益、子供の意見の尊重、差別の禁止の４原則が明記されています。本町におい

ても今年度からチルドレンファースト推進事業が始まりましたことは、高く評

価させていただきます。子供を社会の中心に位置づけ、子供の権利を保障し、

子供を誰一人取り残さない施策の強化が重要だと考えます。 

 それでは、１点目のＨＳＣの支援から再質問させていただきます。ＨＳＣは、

アメリカの心理学者、エイレン・アーロン博士が1996年に提唱して、日本では

2015年に翻訳が出ました。まだそれほど時がたっていませんのでこれからだと

思いますが、近年、ＨＳＣの支援についてニュース等で話題に上がる機会が増

えています。関西大学の串崎真志教授は、発達障害と混同されやすく、感覚過

敏で細かい点へのこだわり、集団になじみにくい等の特徴が共通していて、小

学校低学年までは見分けにくいと言われています。また、マイペースを尊重し

てあげることを強調されています。厳しいしつけは、自分の性格を嫌いになっ

たり自信を失わせてしまうため、逆効果になってしまうと言われます。また、

ＨＳＣは、大きくなれば繊細なよい面が十分発揮されるので、あまりほかの子

と比べないでほしいと語っています。ＨＳＣの多くは、何でもないことでもそ

の刺激が積み重なることで不安になったり疲れたりしてしまい、不登校の原因

になっていることもあると言われています。教職員がこのような理解の下に児

童・生徒を支援することが大事だと思います。 

 そこでお伺いいたします。教職員等へのＨＳＣの研修の開催を考えられてい

ると御答弁にありましたが、いつ頃開催されるか伺います。 

教 育 課 長  答弁では、ＨＳＣに特化した研修まで行うということは、ちょっと答弁書に

はなかったんですが、今回のＨＳＣのように、今まで障害や病気でなかったこ

とから、なかなか世間に知られてなかったのも事実でございます。ようやく最

近認知され始めたといったものでございます。教育委員会では、そのようなも

のに対応できるように、月１回開催されてます校長・園長会や幼児・児童・生



61 

 

徒指導担当者連絡会といいまして、指導の担当の職員が、教員がいますので、

その連絡会、特別支援教育担当者会議、こういった会がございます。教職員の

方々にＨＳＣなど最近話題となっているものや、症状、特徴、接し方、こうい

ったもろもろについて情報共有をしたり、それについて考えたりする機会を設

けていきたいと、そういった場で考えていきたいと思っています。以上です。 

７ 番 南  雲  御答弁には現在ＨＳＣはいないとのことでしたが、ＨＳＣは全国で５人に１

人いると言われています。教職員の理解が進むことで、ＨＳＣの発見もあると

思われます。御答弁に、教員が生徒に寄り添った指導ができるように、生活ア

ンケート調査、中学校で毎月１回、小学校では学期に１回実施し、実態把握を

しているとのことですが、アンケートではどのような内容の回答があったのか、

伺います。 

教 育 課 長  中学校については、答弁のとおり月に１回、小学校については学期に１回と

いうことで、何か課題とか早急に話し合うべきという場合、報告を頂くことに

なっているんですが、ＨＳＣに限っては、まだそういった教育委員会の報告は

ないような状況でございます。 

７ 番 南  雲  ＨＳＣに関しては、御答弁にもありましたけれども、今のところは掌握がな

いということで理解いたしました。ＨＳＣに詳しい富山病院の明橋大二先生は、

ＨＳＣを知ることは、特に子供と関わる教師や支援者にとって、発達障害と同

じくらい重要な意味を持っていると言われています。発達障害もかつては概念

がなく、発達障害の子は、どうも自分は周りの子と違うと思いながらも、ずっ

と生きづらい生活をしてきて、最近になって発達障害という障害のことが分か

って、自分は発達障害だったのかと分かった事例も多く見られていると言われ

ています。今、コロナ禍で児童・生徒は大変な状況に置かれています。ＨＳＣ

の教職員の理解が進み、ＨＳＣの不登校などの支援ができる体制に持っていっ

ていただけるように要望いたします。 

 次に、２番目のヤングケアラーに移らせていただきます。ヤングケアラーと

は、障害や病気がある家族の代わりに、買い物や調理や幼い兄弟の世話、家族

の入浴やトイレの介助を行う18歳未満の子供のことを言います。ヤングケアラ
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ーが抱える問題として、遅刻・欠席の増加、部活動への不参加、成績不振など

の学校生活への影響、また、同級生と一緒に過ごす時間がなく友人がつくれな

いなどの人間関係への影響、また、大きな負担による精神状態や健康状態の悪

化などの影響があります。ヤングケアラーが生まれる背景には、少子・高齢化、

核家族化、ひとり親家族の増加等の社会的背景があり、本来大人が担うべきこ

とに向き合う子供への支援の必要性が指摘されています。 

 厚生労働省と文部科学省が行った実態調査の結果、小学校６年生の約15人に

１人、中学２年生の約17人に１人、高校２年生の約24人に１人がヤングケアラ

ーだと公表されました。ヤングケアラーをいち早く発見、把握し、支援につな

げるため、国では令和４年度から３年間を集中取組期間としています。また、

ヤングケアラーに対する相談支援等の推進や社会的認知度の向上のために、関

係機関の職員がヤングケアラーについて学ぶ研修を行う自治体に対して財政支

援を行います。そこで、今まで職員、教職員のヤングケアラーの研修の参加は

あったか、伺います。 

子育て健康課長  ただいまの研修の参加についてお答えをさせていただきます。まず、職員に

つきましては、今まではございませんでした。うちのほう、子育て健康課のほ

うで、児童相談員の雇用を行っておりますが、こちらの児童相談員は、まず県

のほうで開催されます研修のほうを受講していただく予定でおります。職員に

つきましては、総務課と調整をさせていただきながら、今年度はもう予定が組

まれていると思いますので、どこかのタイミングで職員のほうにも周知できる

研修は行っていきたいなと思っております。 

７ 番 南  雲  当初予算に計上された、本年４年度の児童相談員事業にヤングケアラーの支

援に向けた体制と整備とありますが、この事業はどのような事業になっている

かを伺います。 

子育て健康課長  今年度、児童相談員２名に増員しておりますが、ヤングケアラーを含む子供

の問題について取り組むということで２名体制にしております。要保護児童対

策地域協議会というものがございまして、そちらの活動でもございますが、年

度初めには各学校へ出向いて、問題のあるお子さんや心配なお子様について情
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報を共有させていただき、場合によっては、必要な支援について関係機関につ

なぐなどの対応を行っております。 

 現在、ヤングケアラーと思われるお子様はいないと聞いておりますが、万が

一そのようなお子様のケースが報告された際には、児童相談員は学校のほうか

ら詳細情報を聞きながら関係機関と相談し、適切な支援につなげてまいります。 

 ただ、人には知られたくないとか、とても繊細なケースでございますので、

必要以上に多くの大人が接触するよりも、窓口はなるべく１つにして、子供が

傷つかないように接することも必要であると考えております。そのためには、

児童相談員と学校との連携はとても重要であると考えております。 

７ 番 南  雲  今、窓口１つとおっしゃっていただいたんですけど、これは本当に非常に大

事なことだと私も伺っています。 

 御答弁に、夏休み前に小学生、中学生向けにチラシなどで周知を行っていく

とありました。神戸市では、ヤングケアラーの支援に向けたプロジェクトチー

ムを立ち上げ、先進的な取組をされています。独自にポスターを作成し、周知

のために全学校に貼り出しています。ポスターの下段には、子供たちが相談し

やすいように専用の相談窓口の記載があります。ホームページに掲載されてい

て検索させていただきましたが、とても分かりやすいものとなっていました。

子供自身がヤングケアラーを知って、子供として守られる権利があることを理

解するための方法の１つとして、ポスターの作成をして学校や公共施設等に貼

り出したらいかがでしょうか、伺います。 

子育て健康課長  議員おっしゃるとおり、まずは、お子さんとか保護者の方にヤングケアラー

について知っていただくことが一番重要だと思っております。先ほど答弁の中

にもございましたが、まずはチラシ等で周知はしたいと思っております。ポス

ターにつきましては、国のほうから基になるものが届いておりますので、そう

いったものを活用して、議員おっしゃるように役場とか、学校とか、そういっ

た町の施設のほうに貼り、より多くの方に周知できるようにしていきたいと考

えております。 

７ 番 南  雲  また、横浜市では、令和４年度、ヤングケアラーの実態調査をタブレット端
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末等を活用して行います。対象は、市立小学校５年生、中学校２年生と市立・

県立高校の２年生で、どのような支援をしてほしいかを書き込める項目も載せ

ています。横浜市では、夏休み前までに調査を完成させ、実態把握に努め、結

果を踏まえて必要な支援策を検討していく方針だそうです。そこで、本町でも

タブレット端末での小・中学校の実態調査の実施を支援策につなげていっては

いかがでしょうか、伺います。 

教 育 課 長  先ほどのＨＳＣの答弁と同様に、学校現場では生活アンケート、現在はそう

いった調査をしております。タブレット端末の現在調査の予定はございません

が、現状としましては、その調査に加えまして通常の相談業務を充実しており

ます。具体には、学級担任、介助員、学習支援員を中心に、校長、教頭、養護

教諭、スクールカウンセラー、小学校に当たっては心の教育相談員、スクール

ソーシャルワーカーほか複数の教職員が連携して関わっていくとともに、教職

員全員が情報共有により状況把握を行っております。そういったヤングケアラ

ーのお子様、そういった子が見受けられる場合は、常に情報共有、状況把握と

いうのを行っております。 

タブレット端末による調査というのは、今のところ予定はございませんが、

そういったヤングケアラーの子供に対しまして、周りの教職員とかが早く気づ

き、子供の思いを聞き、必要な支援をつなげることで、子供らしい生きる権利

を回復し、子供自身の持つ能力を最大限に発揮できるように考えております。

現状では、実態調査と教職員のより連携した取組ということでやっております

が、今後そういった取組についても参考にしていきたいと思っています。 

７ 番 南  雲  重層的な支援体制、相談体制が出来上がっているということで伺いました。 

 群馬県高崎市では、2022年度からヤングケアラーのお宅にヘルパーの無料派

遣する制度が開始されました。ヤングケアラーが介護する保護者等は自治体の

支援がありますが、ヤングケアラーにはありません。今年４月７日公表された

厚労省の小学校６年生に行ったヤングケアラーのアンケート調査の自由記述欄

には、助けてほしい、いつでも頼っていい人が欲しいという切実な声がありま

した。ヤングケアラーのいる御家庭には、家に入ってほしくないという声もあ
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ると思いますが、本当に支援が欲しいと思っている御家庭に寄り添った支援が

できるように、本町でヤングケアラーのお宅にヘルパーの無料派遣の制度の構

築を行ってはいかがでしょうか、伺います。 

子育て健康課長  どのような状況でケアをしなければいけないのか、まずそこは確認をさせて

いただき、例えば、介護とか障害をお持ちの御家庭で、そういった方々へのケ

アでしたら、まずそういったところの支援サービスがどんなものがあるか、福

祉課とかそういったところと調整をして検討はしてまいります。それ以外のケ

ース、例えば生活困窮とかであれば、社協や保健福祉事務所など関係する機関

と相談を行ってはまいりますが、ヘルパーさんを自己負担で雇わなければいけ

ないケースというところが、ちょっと今現段階ではイメージがつかないんです

が、そのようなケースが想定される場合につきましては、検討をしてまいりた

いと考えております。 

７ 番 南  雲  ５月８日にＮＨＫニュースでヤングケアラーが取り上げられていました。両

親が幼い頃離婚し、脳性麻痺の母親と小学校４年生の弟と３人暮らしの高校１

年生の健人君の紹介がありました。母親の介護は、健人君が小学校５年生のと

きから始まりました。高校から帰宅してから、洗濯、夕食の準備、弟の世話を

し、家事を終えたのは夜中の12時でした。健人君は、頼りになる大人はいない

と言っていました。学業に励みながら家族のために献身する子供の行為自体は

尊いものです。ただ、それが原因で、自分の将来に希望が持てず苦しむような

ことは看過できません。今後、一層本町のヤングケアラーに前向きな取組が進

むことを期待いたします。 

 次に、３点目の視覚検査の専用機器導入について移らせていただきます。平

成３年、母子保健法で３歳児健診に視覚検査が導入され、全国の自治体で視力

検査が導入されました。しかし、１次検査の過程で行われること、３歳児では

視力検査時の応答が正確ではないこと等により、検診の受診率が高いにもかか

わらず多くの弱視が見逃されてきました。このことから、平成29年４月、厚生

労働省から、３歳児健診において弱視が見逃された場合には、治療が遅れ、一

生涯視力不良となるため、適切な検査及び指導を実施するよう通達が出されて
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います。 

 子供の目の機能は６歳までにほぼ完成すると言われています。日本眼科医会

によりますと、３歳児における弱視の有病率は２％とされ、大部分の弱視は、

３歳児健診で早期に発見できれば就学前までに治療できると公表されています。

３歳児健診の自宅で行う視力検査で異常に気づけなかった保護者の方で、自分

のせいで子供が一生涯視力不良になり、大きな後悔を抱えているとの声も聞い

ています。そこで、本町の３歳児健診の視覚検査の過去の３年間の異常が発見

された状況を伺います。 

子育て健康課長  ３歳児健診の対象児は、まず３歳になったお子様から３歳２か月までのお子

様を第１次検査として年４回行っております。その中で気になるお子様につき

ましては、２次検査というところで、ちょうどそれが３歳６か月のタイミング

になります。 

 過去３年間ですが、令和元年度、対象児、３歳児健診の対象児は68名おりま

した。その中で２次検査の対象児が28名、そのうち受診された方が20名、精密

検査を受けられた方が３名おりました。内訳は、弱視が１名で、残りのお２人

には異常はございませんでした。令和２年度は、３歳児の対象人数が72名、２

歳児健診の対象者が26名、受診につながった方が13名、精密検査が必要な方が

２名。この方は遠視性乱視と近視性乱視、それぞれ1名ずつでした。令和３年

度は、先ほども申し上げましたとおり、３歳児健診の対象児が70名、２歳児検

査の対象児が29名、うち受診されたのが14名、そのうち精密検査を受けられた

方が１名で、斜視のお子様でした。精密検査につながったお子様方は、皆様そ

れぞれ治療のほうが進んでおります。 

７ 番 南  雲  本町でもそのように毎年見つかっているということで、認識させていただき

ました。 

 千葉県船橋市では、３歳児健診の際、フォトスクリーナーと呼ばれる屈折検

査の機器を使って屈折異常などを検査しています。担当者が「こちらを見てく

ださい」と声をかけ、手にするカメラのような形の機器から小鳥のさえずりの

ような音声が鳴り、点滅する光を見つめた瞬間、検査は終了します。この機器
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は、弱視につながる遠視、乱視といった目の屈折異常などのリスクを数秒から

十数秒の間に自動測定できます。このフォトスクリーナーを導入している自治

体では、精密検査が必要とされた子供の割合は導入前に比べ増えていて、明ら

かに弱視の発見に役立っています。例えば船橋市では、要検査の子供は、導入

前3.8％、導入後6.3％、島根県松江市では、導入前0.6％、導入後3.6％、群馬

県では、導入前0.1％、導入後2.3％、静岡市では、導入前0.3％、導入後2.3％

などです。 

 先ほど導入について種々御答弁がありましたが、愛媛県松前町では、検査機

器をリースとしていますが、松前町にリース料をお聞きしましたら月２万

1,000円だということでした。比較すると、リースより国の２分１の補助を活

用して購入したほうが町の負担は少ないと思います。 

 医師会、眼科医の本にも、子供の目を就学前までに治療しなければ生涯治ら

なくなってしまう。逆に治療すれば必ず治るということが書かれています。そ

こで、再度、町長に機器購入についての御見解を伺います。 

町      長  南雲議員の思いは通じております。とにかく何らかの形ではやりたいという

ふうに考えております。先ほど、どこかの町の話をされましたけど、月にリー

スで２万円ということで、年間24万円、恐らく５年間リースで120万円だとい

うふうに推測しますけども、まさにそのぐらいかかるというふうに言われてい

ます。ですので、言われるように、半分、２分１で60万円のほうが安いわけで

すよね。そこを同じように、その前にいろいろお話し頂いたのは、ほとんどが

市というところで、規模がちょっとやっぱりうちよりもなと思っていますので、

できたら同じような思いをしているこの上郡も、市町も多分あるかと思うので、

皆さんと相談してですね、やる方法か、もしくは、今は定期的にやっていただ

いているところにそれを購入してもらうなり何なりして、今みたいな精密な機

械を使うことによって、親御さんたちがさらに安心してもらえるような状況を

何らかの形でつくっていきたいというふうに考えていますので、ちょっといま

しばらくお時間をください。以上です。 

７ 番 南  雲  ありがとうございます。日本眼科医会の柏井真理子常任理事は、国の補助を
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活用して機器が全ての自治体に広がってほしいとおっしゃっています。ぜひ早

期に機器導入に向けた取組をお願いしたいと思います。質問を終わりにいたし

ます。 

議      長  以上で受付番号第５号、南雲まさ子君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。                    （14時24分） 

議      長  休憩を解いて再開いたします。              （14時35分） 

 引き続き一般質問を行います。受付番号第６号、井上栄一君の一般質問を許

します。登壇願います。 

６ 番 井  上  それでは、議長の許可が出ましたので、一般質問を行わせていただきます。

受付番号第６号、質問議員、第６番 井上栄一。件名、新松田駅前整備事業に

ついて。 

 要旨。令和４年度において再開発準備組合を設立する方向として事業を進め

ておられます。そこで、次の項目についてお伺いをいたします。 

 （１）駅前整備事業は、足柄平野の交通の要衝として、新松田駅・松田駅周

辺の交通安全・利便性を高めるための事業であります。そこで、駅前整備に関

連する周辺町道の新設及び改良箇所・考え方についてお伺いをします。 

 （２）再開発事業で重要な場所である新松田駅前の小田急所有地及びＪＲ御

殿場線南口のＪＲ東海所有地の移転等の交渉の進捗状況は。 

 （３）再開発事業において、大手ディベロッパーの決定が組合設立事業継続

に不可欠であります。準備組合設立を前に大手ディベロッパー等の応募・決定

の状況は。 

 以上、お願いをいたします。 

町      長  井上議員の御質問に順次お答えを申し上げます。 

 １つ目の御質問についてでありますが、新松田駅北口に接道しております町

道３号線、ロマンス通りは、駅前広場整備及び再開発事業において重要な路線

であり、多くの町民の方から歩行者の安全対策として、歩道の設置やバス等の

すれ違いに対応した町道幅員の確保が望まれております。また、町道３号線は、

再開発事業予定区域内から西に向かい、松田小学校前の交差点までと、小学校
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前交差点から十文字橋方面に向かう町道６号線の区間は、比較的歩行者の通行

が多い路線でありますが、歩道がないので改良が必要であると考えております。 

 新設道路といたしましては、新松田駅周辺整備事業基本構想・基本計画の中

でもお示しさせていただきました町道６号線、仲町通りと新しい新松田駅北口

広場を結ぶ原則歩行者専用の南北連絡通路も併せて検討しています。この路線

は、御殿場線で分断された地域の回遊性を高め、歩行者の利便性を確保するた

めに計画をしております。そこで、今年度に予定しております駅前広場のレイ

アウトを計画する上では、周辺道路も併せて道路幅員や線形を検討し、将来を

見据えた計画にて警察との協議を実施してまいります。なお、周辺道路の整備

につきましては、今後、再開発事業の進捗に合わせて関係者の皆様に説明させ

ていただきます。 

 ２つ目の質問について御回答させていただきます。まず、小田急電鉄様でご

ざいますが、先日、小田急本社にて、今年度以降の事業スケジュール確認や各

種協議内容に伴う担当部署への引継ぎなど、打合せを行っております。その中

で、用地や建物補償に関する担当部署と今月打合せを予定しており、現時点で

は、組合に参加していくのか、参加せずに一般的な用地買収、物件・建物補償

をするのかを今後社内で検討していただくこととなっております。 

 次に、ＪＲ東海様でございますが、昨年６月には、静岡支社から本町にお越

しいただき、駅前広場及びアンダーパスの予定箇所を現地にて説明を行い、本

年１月には、現況平面測量図作成のためにＪＲ用地内での作業での調整をする

など、連絡を密にさせていただいております。また、４月26日に実施いたしま

した地権者説明会には、ＪＲ松田駅長様に御出席を頂いております。現時点で

は、組合には参加しないとの回答を頂いておりますが、あくまでも再開発組合

への参加についての御判断でございますので、再開発事業自体に協力しないと

いうことではございません。今後も引き続き個別案件として役場と協議を行い、

設立した組合との調整を図ってまいります。 

 続きまして、３つ目の御質問にお答えいたします。御質問にありますように、

再開発事業を進めていく上で、事業費の調達や開発計画の作成、組合運営への
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協力、テナントへのあっせん業務など、専門的な知識やノウハウの提供など、

様々な点で民間事業者の協力が必要となってまいります。民間事業者の再開発

事業での役割として、大きく分けて２つの民間事業者が関わってまいります。

１つ目は、組合員となり地権者と一緒に事業を進めていくディベロッパー、２

つ目は、組合から工事を請け負う、または特定業務代行者として組合に資金を

投入し、事業に参画する建設会社になります。 

 新松田駅周辺整備基本構想・基本計画の策定当時に、民間事業者へ行ったヒ

アリング調査において前向きな回答を得られた会社及び小田急沿線など近隣で

実績のある会社を中心に、ディベロッパー６社、特定業務代行者として建設会

社６社の合計12社を対象として、令和４年３月に事業参画への調査を実施いた

しました。調査結果につきましては、ディベロッパーについては、６社中３社

から事業に参画したい、参画を検討できるという回答を頂いております。建設

会社につきましては、６社中２社から事業に参画したいという回答を頂いてお

ります。 

 御質問にありましたディベロッパーや特定業務代行者としての建設会社の決

定につきましては、再開発準備組合の設立後、準備組合の中で組合員の合意に

より決定することとなりますので、目標として本組合設立までに決定されるこ

とを期待しているところでもございます。 

 今後、新松田駅周辺整備事業については、再開発準備組合の設立及び駅前広

場整備に向け、地権者の皆様と協力し、推進してまいりますので、議会の皆様

方にも御理解、御支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。以上と

なります。 

６ 番 井  上  ありがとうございました。それでは再質問をさせていただきます。まず、１

点目のですね、駅前整備に関連する町道の新設改良等についてはということに

対しまして、今現在回答がありましたとおりですね、ロマンス通り及び小学校

から十文字橋は道路改良、南北通路、アンダーパスについては新設というよう

なところが主にですね、考えているという答弁でございました。 

 駅周辺整備事業というのは、やはり大事業でございます。駅前整備なり南北
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自由通路、それに関連する再開発ビル、駐車場だけではなく、やはり駅周辺へ

利便性を高め、他の市町村からアクセスができる。それに伴ってですね、やは

り交通量も増えていき、それらを調整しなければいけない。駅周辺にお住まい

の方だけではなく、松田町等に、周辺等に、周辺の方の利便性も高めていかな

ければいけない。そういうふうにアクセス性、交通量が高まればなおさらです

ね、交通安全等にも十分配慮された町道整備というものが必要だというふうに

考えております。 

 そこでですね、再質問といたしましては、町道整備計画があるということで、

以前からも回答を頂いておりますが、やはりこの駅前、新松田駅周辺整備事業

に伴ってですね、やはり実施計画、そういうふうな形の中で、今ですね、回答

頂いた町道３号線ですか、あと町道６号線、新設道路及びそれに関連するです

ね、周辺道路等の実施計画をですね、やはり策定をし、やはり議会に諮る。ま

た町民にもですね、示していくことが必要と考えますので、その辺の実現性に

ついてはどうかということをですね、再質問の１点目と、１番の再質問の１点

目とさせていただきます。 

 １番の再質問の２点目としましては、南口がですね、今はまだ中途の段階で

ございます。南北自由通路等が完成をする場合には、当然新松田駅の南口、北

口、その両方に関連するですね、周辺町道整備の計画を立てていかなければい

けないということで、当然それは松田町内だけで完結するものではなく、やは

り大井町から、開成町から、あとは246、秦野から、そういったですね、交通

の流れを検討した町道整備なりですね、様々な新松田駅、ＪＲ松田駅へのアク

セス性を考えた整備計画が必要だと思われますが、それについてはいかがか。 

 それに関連をいたしまして、交通安全対策とですね、やはり現在の小学校へ

通う児童・生徒との関係かと思われますが、一方通行路とかですね、右折禁止、

左折禁止道路、そういった交通規制が駅周辺には大変多いというふうに思われ

ます。それらは先ほど答弁の中で、松田警察との調整を図っていくというふう

な回答があったかと思いますが、それらに対する考え方、交通安全のための交

通規制等の考え方が１番の再質問の３点目でありますので、よろしくお願いを
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いたします。 

参事兼まちづくり課長  御質問ありがとうございます。それではですね、１点ずつ御回答申し上げま

す。 

 まず、町道整備の実施計画でございます。現在、新松田駅基本構想基本計画

を基にですね、今後駅前広場の面積、また集約施設等の計画を今、随時進めて

いるところでございます。基本構想基本計画の中にも、周辺道路整備というこ

とがうたわれております。まさに並行して、周りの道路網についても検討は必

要であるというふうに、まちづくり課でも考えているところです。今回お答え

しました、特に３号線ロマンス通り、６号線の十文字橋まで向かう通りはです

ね、幅員が狭かったり、歩道がないというところで、今回回答の中に入れさせ

ていただいた路線でございます。それと、新しくできる広場と南北を結ぶとい

ったものも入れていきました。 

 実施計画が必要ではないかと、まさにそのとおりだと考えています。周りの

交通量、またどういった目的で道路を改良していくのかというのは、先ほど御

質問の中でありました町道整備基本計画の中にも、道路の種別、幹線道路なの

か生活道路なのか、そういったことを加味しながら今後検討してまいりたいと

思います。 

 その次に、南口の駅周辺道路についてでございます。以前にですね、全協の

ときにですね、南口の駅周辺道路の整備についてということで、一度御説明さ

せていただいたことがあろうかと思います。当然南口の駅前広場を整備した後

には、そこに大井町方面からの車両が集中するということで、文久橋を渡って

堤防道路を使って、もともとの町営住宅のところを南口のほうに入れていって、

回遊性を高めるというような計画もあるということを御説明させていただいた

と記憶しております。まさにですね、南口においてもですね、そういった道路

をですね、整備を念頭に入れながら、今後全体の周辺整備の中で検討してまい

りたいと思います。 

 最後に、交通安全対策としてですね、どういったことが考えられるのか。ま

ず、基本的にはですね、歩行者の通学児童、通勤の方が多い駅に向かっての道
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路については、歩車分離と、歩道設置というのが大前提だと思われます。しか

しながら、歩道設置を中心に事業を展開しますと、多くの方の立ち退きが必要

になってきます。町をつくっても、住むところがなくなってしまっては、何の

ために町を整備していくのか、潤った町をつくっていくのか、そういったこと

も考えながら、例えば今、店屋場、町屋方面から来られている児童さんは、一

部町道ではないところ、町営住宅のところからですね、石田材木屋さんの跡に

抜けていくような２メーターぐらい、生活道路を使ってですね、学校へ登校さ

れている場所もございます。そういったものをうまく利用しながら、児童と車

両を分けていく。 

それと、先ほど御指摘がございました一方通行、指定方向外が多いと。これ

は多分ですね、どこの町でも、小さい町でも大きい町でもですね、通学時間帯

において駅周辺、学校周辺ではそういった規制をすることがまず第一に安全対

策、その次にやはり今、議員御指摘のとおり、そこに生活している方は、もう

何十年間かそういった中で不自由な生活をしていただいているということも事

実であります。道路改良を進める中で、そういったことが少しでも改善され、

通行方法が緩和できることがあれば、またこれは公安委員会との協議になって

まいります。町独自で一方通行をやめるとか、進入禁止を変えるとか、そうい

ったことはできませんので、またこれは公安委員会さんとの協議になっていく。

またそれには学校の関係者の方々、それから地域の方々、保護者の方々、そう

いった方の要望等も聞かなければできない事業となりますので、また全体を見

据えながら、順番を追ってやっていきたいと思います。以上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございます。それでは、その今のですね、再質問にお答えいただ

いた２点目の中でですね、ちょっとここだけ再々質問というふうな形になりま

すが、よろしくお願いをしたいと思います。大井町から来て、南口を通ってで

すね、今の町営住宅、その辺が町営住宅がもう完全に整備された後の道路形態

になるというふうには理解していますが、やはり北口へのですね、アクセス性

を考える上では、例えば秦野市の方向からとかですね、あと開成町、山北の方

向からというとですね、どうしてもそこの部分というのは北口のほうに集中を
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します。まして開成町はですね、じゃあ小学校前までは十文字橋を通ってです

ね、来るのかなと。または紫水大橋経由で来られるのかなというふうには理解

できますが、そこのところでですね、今の小学校のところから小田急のガード

下へ通る道というのが、やはり、何号線かちょっと分からないんですけれども、

クリエイトの交差点からですね、小田急ガードを通って石田材木なり南口に通

るルート、そこの部分をですね、かなりどういうふうに通るか。北口・南口と

の回遊性といった部分を含めてですね、あとはまた先ほど言いました交通規制

なんかも含めて検討し、うまく道路を造ることによって、また北口の交通量も

多く、ある程度調整をし、南口へ回るなりですね、北口へ来て乗降させるのか、

そういったところもあると思いますので、そこで町道整備の考え方の中で、道

路改良でいくのか新設でいくのか、新しく小田急の下をですね、通って行くの

か。今のところだと大型車両、小田急のガードのところはですね、高さ制限等

があって、また幅も狭いですので、大型車両は通れないというふうなネックが

ある。そこをですね、やはり考えた道路計画というものが必要だと思いますが、

それについてのですね、お考えをお伺いいたします。 

参事兼まちづくり課長  御質問にお答えします。今御指摘がございました町道２号線という路線にな

ります。ガードを潜って、東亜さんの前後、出口はシボネさんでしょうかね、

シボネさんのところまで出て行く道とですね、それから南口のほうに、石田材

木屋さんを過ぎたところをぶつかってですね、南口のほうに行く道が５号線と

いう形になります。 

 まずですね、今の現状から申しますと、朝はですね、シボネさん側からしか

入れない状態に、一方通行になっていますので、また町屋、店屋場、新松田、

いや、17区今の仲町屋自治会、そこの自治会の方々のお子さんたちも、小学校

に行くにはそこを通って行くようになっています。御指摘のとおり、実は一方

通行となっていてもですね、ガードのところが大変狭くなっていて、見守りを

していただいている地域の方には本当に朝からですね、気をつけて見ていただ

いてですね、お声がけをしていただいて、歩行者と通学児童と車、また中学生

もですね、ほとんどの中学生が庶子方面から来られる子たちも、あそこを通る
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んですね。その時間帯に車は正面から走ってくると。そういった中でですね、

大変御苦労をかけてですね、お願いして、安全を高めていただいているのが事

実でございます。 

クリエイトのところからガードまでの区間は、御承知のとおり、もともと一

番狭いところが２メーターぐらい、2.5メーターぐらいしかなかった道路をで

すね、今現在５メーターまで拡幅しておりますので、朝のグリーンベルトの部

分を歩いている限りは、速度さえ気をつけていただければ、歩車は、物理的に

歩車の分離をしなくても、何とか安全対策はできているのかな。ガードのとこ

ろがいかんせん狭いということでございます。ここについては、町道策定計画

の中においてもですね、私どもも緊急の課題であるというふうに考えておりま

す。近隣の地権者の方にもですね、ここの拡幅をしたいというお話も申し上げ

ておりますし、それと同時に２－８…２－９号線ですか、南口に抜けていく新

設の道路、今、歩行者しか通れない道がありますけれども、あそこもですね、

５メーターで全部つくってあります。そこはですね、南口に抜けれるように車

両を誘導していくようなイメージがありますので、ガードの拡幅も基本計画の

中には入れてありますし、私どもも懸念しているところの一番の重要なポイン

トだと思っています。そこについては、自治会からも要望が出ておりますので、

そこは考えていく。ただし、高さはちょっと無理なので、やはり横方向に車両

がスムーズにすれ違えて、なおかつ歩行者の通路が確保できると。そういった

ガードに改良していきたいというふうに今、考えております。以上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございます。今のですね、北口から南口という回遊性のためので

すね、道路新設なり改良ということでいくとですね、必ずしもあそこのガード

を拡幅等の整備に固執をしなくても、新しいルートでもね、いいのではないか

なと。でも、そうすると左岸用水とのですね、やはり高低差等もいろいろ問題

が出てくるのかなというふうに思いますのでですね、やはりここは駅周辺、新

松田駅周辺をですね、もう何年かの町民の要望のもとにつくるということです

のでね、もう少し時間をかけ、お金もかけてですね、開成町から大井町へ抜け

る経過地点のアクセスの松田町というふうなですね、道路整備をですね、ぜひ
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検討していただきたいというふうに思います。 

 それではですね、２点目の再質問に移りたいと思います。２点目につきまし

てはですね、小田急所有地、ＪＲ所有地ということで、小田急さんは組合か、

または買収、用地買収、建物物件補償というふうな方向で行くのかは、今後社

内で検討していくということで回答がございました。ＪＲのほうはですね、組

合には参加せず、町との協議で進めていくということで、そこについては理解

できましたが、事業費計画の中でですね、以前ですね、事業費としてですね、

13億9,700万円で、用地費とか広場整備が4,500平米というふうな新松田駅の整

備の基本計画というのを示された中でですね、これらの土地は小田急…ＪＲの

土地までは言及をされてなかったかと思いますが、小田急所有地については寄

附を考えているということで、用地費、新松田駅周辺整備基本計画の中のです

ね、金額はですね、小田急の部分は寄附によるものだという計算で、概算事業

費というのを説明をされたのかなというふうに私は理解しておりました。また

さらにここでですね、用地買収は組合さん…小田急は組合にね、参加をしてく

れればいいんですけれども、そうでない場合にはですね、やはり用地費と建物

補償というものは、それにプラス事業費としてはですね、それから増大をする

というふうな理解でよろしいのか。 

 あと、ＪＲのですね、ＪＲ東海さんの所有地もですね、やはり先ほどのアン

ダーパスは別としてですね、ペデストリアンデッキからおりてくる部分は、町

道には直接おりられないので、やはりＪＲ東海さん所有地のほうにおりるとい

うふうに理解をした…私はしていましたが、やはりそこの部分というのは、無

償貸与ということは当然あり得ない。やはりそこは町のほうの負担でですね、

所有地を、ＪＲ東海さんの所有地を用地買収をするというふうな考え方でいい

のか。この確認をお願いをいたします。 

参事兼まちづくり課長  御質問ありがとうございます。まず、小田急用地につきましては、正直言っ

てですね、まだ幾らで買うとか、くれるとか、たしかこの説明をしたときもそ

んなことを言っていたと思うんですけども、実際に交渉に直接入っているわけ

ではありません。今月、担当の部署の方と初めてお会いします。また、会社が
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ちょっと細分化されてですね、いろんな担当が変わっているみたいで、新しい

担当部署ができたということで、初めてお話をさせていただきますので、その

中でどういった金額になるとか、本当に寄附でもらえるのか、それとも全部買

ってくれというのか、もしくはですね、組合に入ってくれれば床として精算す

るのか、そういった考え方もあると思いますので、それはちょっと今後、ちょ

っと動向を見ていただきたいなというふうに思いますし、逐次、小田急さんの

ことですので、議会で正式にお答えできるかどうかというのも、向こうの承諾

が必要ですので、そういった中では発表できる段階で少しずつ発表していきた

いと思っています。 

 それと、ＪＲさんなんですけれども、静岡支所さんとお話をさせていただく

と、現時点では組合には参加しないということで、うちのほうでディベロッパ

ーとかですね、そういったのを調整している、今、支援事業を行っているコン

サルと話をしたときに、やはり鉄道事業者さんを一緒にひっくるめて、再開発

事業をやったことがあると。やはり最初のうちはそういう回答が多いそうです。

現時点では参加しない。最終的に、床の価値であるとか、建物の種類だとか、

そういったものが見えてきた段階で、組合に参加しますというふうになること

が多いというふうにも聞いています。なぜ現時点で参加しない、はっきり言わ

ないかというとですね、一般の方と同じように、検討会だとか準備組合だとか、

そういったものに参加する意思がないというのが今の段階で組合に参加しない

という答えが返ってくる大きい原因だそうです。最終的に施工規模等が決まっ

てくれば、資産価値も出てきますので、その段階では組合に参加して補償…組

合の中で整理をしていく可能性もあるというふうに考えております。以上です。 

６ 番 井  上  分かりました。じゃあ、現時点ではですね、組合さんからＪＲ、小田急とも

にですね、組合に参加するかしないかは、まだ未定ということで、準備組合な

り組合設立の時点でですね、それぞれ民間企業ということになりますので、そ

の時点で判断をされるというふうな理解で了解はできました。 

 それではですね、３点目のですね、大手ディベロッパーのですね、応募決定

の状況についてということで、３点目のですね、再質問に移りたいというふう
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に思います。新松田駅周辺整備事業をですね、やはり地権者への説明会とかで

すね、地権者が集まっていただいた会議等もですね、開催をしています。そう

いたことも受けてですね、町民からのですね、やはり松田町で再開発事業をで

すね、実施をしていただきたいというふうな声もですね、私のところにも届い

ております。かなりですね、方向としてはですね、再開発事業を進めていくん

だという機運が盛り上がっているというふうに思います。大分前になりますが、

平野町長時代のですね、ＪＲ側の再開発事業のときにですね、もう大分そのと

きにいられた方は高橋参事ぐらいしかいない…あと依田出納室長さんがいらっ

しゃったんですけれども、そのときにはですね、ちょっと私も記憶だけでです

ね、実際そのときのいろんな内容は定かではないんですけれども、準備組合を

ですね、つくるということで、中村定五郎さんじゃなくて…中村さんがやはり

組合長ということで、進んでいた時点ではですね、私の記憶だと既にもうディ

ベロッパーがですね、先に決まっていて、ちょっとここで固有名詞出していい

のか分からないんですけれども、大何とか組さんがですね、決まっていたとい

うふうに思います。 

 先ほど答弁の中では、６社…ディベロッパーとしてはですね、６社中の３社

から参画をしたい。また建設会社というですね、資金投入をし、事業に参画す

る建設会社については、６社中２社から参画をしたいというふうな回答があっ

たということであります。この昔のＪＲ側のですね、再開発事業では、もうデ

ィベロッパーの固有名詞を、会社がどこが参画するんだというところがですね、

明確になっていた。これらを踏まえてですね、やはりもう町側としてはですね、

その辺は明示をされてもいいのかなというふうに思います。それをどういうふ

うにするのかというのは、詳しくは分かりません。どこのディベロッパーを採

用をするのか、建設会社としてですね、採用をするのか。その辺は入札方式等

によるのかどうなのか。これも初めてのことだと思いますので、私自身として

は分かりませんが、ただそういうふうな、ある程度規模の大きい会社がですね、

名乗りを上げているのであればですね、その辺はやはり議会側に示されてもい

いのではないかなというふうに考えますが、それに対するですね、そういった
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制度的な問題とかですね、あとはやはり町側の姿勢、制度的なものは担当のほ

うからですね、町側の姿勢としては町長のほうからですね、御回答を頂ければ

というふうに思います。よろしくお願いをいたします。 

参事兼まちづくり課長  御質問ありがとうございます。御指摘のですね、ディベロッパーとですね、

建設を行うための特定業務代行者という建設業者になります。おのおのの役割

を簡単に、ほんの簡単にだけ説明しますと、ディベロッパーというのはですね、

どちらかというと不動産屋さんだと思っていただければ、できたビルの床を貸

したり、あっせんしたり、建てるときの資金計画だとか、そういったものをや

る会社でございます。その次に、特定業務代行業者というのは、この組合から

ビルの建築を請け負う会社です。その会社は、自ら出資して床を持つと。自分

で工事代金のかわりに床をもらうという形でございます。なぜこういった会社

があるのか。２つの種類があるのか。１つにはですね、特定代行業者として、

この全体の事業に参画して、銀行からお金を借りてきて建物を建てる建設会社

は、先ほど発注の仕方があったと思うんですけれども、準備組合設立、本組合

のときには、もう１者随契で、そのまま建物を建てる権利までもらって、事業

を進めていくと。もしくは、先ほど言いました建設業者だけになりますと、本

組合が設立された後に現入札をかけてですね、普通は一般競争入札とか、例え

ば地域性を考慮した指名競争入札とか、そういった形で建設業者を決めていく

やり方と、２種類あります。最近の傾向としては、特定業務代行者にもう既に

床を持たせて、お金も持たせてしまって、事業を完成まできちっとさせるとい

うのが最近の主流だというふうに聞いております。 

 そういった中で、実はですね、私どももどの段階でそれ決めたらいいのかと

いうことをですね、今、支援事業を行っているコンサルと私どもと話をしたと

きに、準備組合さんでやはりある程度、幾つかの会社からプレゼンしてもらっ

て、うちの会社は例えば何階建てで、何十棟やって、皆さんの土地の価値がこ

のくらいだったら、例えば３ＬＤＫのこの部屋３つあげますよとかって、そう

いういろんなプレゼンを受けた中で、組合の中で、あ、この組合、いいよねと

か、感じがいい…この業者は感じがいいよねとかって、そういうことの中から
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選んでいただきたいものだそうです。その中で、今、手を挙げているのが３社

おりますので、準備組合をつくった段階で、その３社から意見を聞きながら、

皆さんにお会いしていただいて、本組合設立までにはあらましもう筋は決まっ

てくると。先ほどおっしゃいました前の開発のときには業者が決まっていたよ

と。まさに本組合の設立のときには、もうゴーが出るくらいまで皆さんで話し

合っていただいて、地権者の皆さんの同意でその会社に決めていくと。そのと

きには業務代行をする業者、建築業者も併せて決めていって、建物を建てる会

社まで決めていきたい。そのように考えておりますので、これからの検討会、

準備組合設立の間にいろんな会社からプレゼンしていただいて、皆さんに選ん

でいただくという形になります。以上です。 

町      長  御指名頂きましたので。今、課長が…参事がおっしゃられる…言われたとお

りで、とにかく役場の立場というものを間違っちゃいけないと思うんですよね。

ですので、ここは今は支援業務という形で、正式に組合が立ち上がってないの

で、当然立ち上がるための支援を皆様方の御協力をもって今させていただいて

いるというところになります。これで今度準備組合がきっちりとやっぱりでき

てくると、もうそこが独立して動き始めるとき、そこに対して町がどれだけ支

援ができるかということになりますから、やはり先ほど答弁でも話ししました

ように、正式に準備組合が設立と並行してというところは、最終的にはあるか

も分かりませんけど、それまでの間は我々がそのところの業者さんがどうとか

こうとかと言えるような立場じゃないのかなというふうに考えております。以

上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございました。制度的な部分はですね、担当課長からの説明とい

うことで理解をできました。町は準備組合設立からですね、組合設立までの間

の中で、ディベロッパー等を決定をしていき、１者随契等でですね、対応して

いくんだということの意味の中で、決定権は町じゃないというふうなところの

説明かと思います。 

 それではですね、あと今後のですね、スケジュール、再開発事業等のスケジ

ュールの関係ですけれども、前に示された部分ではですね、令和５年度で今、



81 

 

地権者への説明会等を行っております、４年度。令和５年度で準備組合の設立、

７年度で再開発組合の設立というスケジュールでですね、少しですね、基本計

画ができたときよりもですね、少し後ろにずれているというふうには思います。

その中でですね、地権者、関係者、あと町民ですね、本当に再開発事業、駅周

辺整備事業をやっていくんだということの対応の中でですね、先ほど職員とし

て関わっていた、依田室長がいたというふうな話もありました。町長のほうに

お伺いをいたしますが、やはり今後ですね、担当部署というのを、以前はです

ね、室長と担当係長、担当、３名体制でですね、ＪＲ側のときにはですね、そ

ういった担当部署をつくってですね、これらに専任で所管をしてやっていたと

いうふうな記憶がございます。今ですね、まちづくり課のほうでですね、様々

な業務の中でですね、やっていただいておりますが、そういった専任部署とい

うものの考え方で、先ほどのスケジュールでですね、令和５年度で準備組合設

立、その後もですね、やはり10年以上の事業期間を要するというふうに思いま

す。それをずっと兼務でやっていくのではないというふうには考えますが、担

当部署等でですね、やはり町民、地権者、事業者に対応していく部門というの

が必要だと私は考えますが、町長のお考えをお伺いをいたします。 

町      長  御質問ありがとうございました。何らかの形で、また何らかの時期に、しか

るべき時期に、町が主導するのか、この組合の皆さん方と相談して、必要なそ

ういった部署をですね、つくらなきゃいけないとは考えておりますので、もう

ちょっと時間ください。以上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございました。実際にはですね、やはり共有部分、再開発ビルと

かですね、駐車場ですね、関係というのは、どうしても共有部分ができてきて

ですね、そこは共有部分の建物、事業が完成をした後の管理はどうするのかと

いう辺りはですね、そこはまあ兼務でも構わないのかなというふうにも思いま

すが、ただ、かなりですね、ほかの埼玉あたりのですね、市の実情等をお聞き

してもですね、なかなか大変な業務だというふうにも理解をしています。その

辺も含めた中でですね、町民へ、関係者、町民に対しても、なるべく早くです

ね、専任の部署をつくっていただいて、大分人員的にもですね、厳しい状況だ
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ということは理解をしていますが、しっかりとした新松田駅周辺整備事業をや

っていくために、再開発事業をですね、完成をさせていくためにもですね、専

任部署の設立をですね、早期に望むということで、以上をもちまして私の一般

質問を終わりとさせていただきます。ありがとうございました。 

議      長  以上で受付番号第６号、井上栄一君の一般質問を終わります。 

 以上で本日予定しました日程の全てが終了しましたので、本日の会議はこれ

にて散会いたします。                   （15時20分） 

 


